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1 . 朝鮮 に は どん な 観光 資源 が ある の で すか ? 
5000 年 の 悠久 の 歴史 と 炊 然 た る 文化 、 秀 謀 な 山河 
恵まれ た 朝鮮 に は 、 種 々 さま ざま の 和 観光 資源 が 存 
ます 。 

肌 し い 山 や 川 、 渓 谷 、 滝 、 無 乳 洞 、 温 泉 、 鉱 泉 、 
動植物 な どの 自然 観光 資源 は 言う に 及ば ず 、 草 命 戦 
跡 、 革 命 史跡 、 歴 史 遺 跡 ・ 遺 物 、 大 記念 碑 、 朝 鮮 固 
有 の 風習 と 生活 様式 、 文 化 財 、 文 化 芸 術 、 祭 典 、 展 
覧 会 、 有 名 な 劇場 、 博物 館 、 動物 園 、 植物 園 、 工場 、 


企業 、 牧 場 、 果 樹 園 な ど 社 会 観光 資源 も 国 の 至る 所 
に あり ま 
で こ 代 


9 る 

は 、 総 合 的 な 参観 、 遊覧 な ど 伝 統 的 な 観光 
形態 と 並ん で 、 さ ま ざ ま の テー マ を も っ て 行う 専門 
観光 の 分 野 も 具備 され て いま す 。 


ど 。 朝鮮 の 主 な 観光 地 は どん な 所 で すか ? 
朝鮮 の 主 な 観光 地 は 、 音 都 平 壌 と 人 気 の 高 い 観 


ウォ ン サ ン ハム フン ナン ポ 


光 都 市 で ある 開城 を は じ め 、 元 山 、 成 興 、 南浦 、 
沙 清 津 な どの 主要 都市 、 そ れ に 
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沙 里 院 、 新義 州 、 
クム ガン チル ボ ク ウォ ル 


頭山 、 妙 奉 山 、 金剛 山 、 七 室山 、 九 月 山 、 馬 
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シン リョ ン 


息 、 付 スキ ー 場 、 
勝 の 地 な ど で す 。 


ウル リム の 滝 、 松 注 園 


その 他 の 名 


3. 平壌 は どん な 観光 地 で すか ? 


平壌 は 、 朝 鮮 の 政治 、 経 済 、 文 化 を 代表 する 首都 
で あり 、 朝 鮮 観 光 の 中 心 を な す 都 市 で す 。 
平壌 は 、 朝 鮮 半 島 の 西北 部 、 中 部 平野 地帯 に 位置 


し て お り 、 平 壌 と 
の 広がる 大 地 だ と 


* う 地名 は 文字 通り 、 


肥 決 な 土壌 


\ う 意味 に 


の 


の 


遊園 


上 3 


の 都市 と いう 名 を 持つ 
地 が 処 々 に あり 、 緑 地 に 恵まれ 、 悠 人 の 歴 
し の ば せる 遺跡 も 多い で す 。 とりわけ 、 


造物 が 数 多く あり ます 。 


来 し て いま す 。 
E 壌 に は 、 公 


主 ] 
上 3 
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UE 


記念 碑 


4 . 平壌 の 記念 碑 的 建造 物 に は どん な も の が ある 


の で すか ? 


平壌 に は 、 
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台大 記念 碑 、 
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ン リ マ 鋼 像 、 金 
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元 


世界 的 に も 希有 な 記念 碑 的 建造 物 が い 
ろ い ろ と あり ます 。 
代表 的 な 記念 碑 的 建造 物 は 、 錦 


チュ チェ 思想 塔 、 
キム イル ソン 


サン の 
山 太陽 宮殿 、 万 


創立 記念 塔 、 チ 


日 成 広場 、 万 
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吾 議事 堂 、 外 旋 


門 、 大 城山 革命 烈士 陵 、 祖 国 解放 戦争 勝利 記念 塔 
祖国 解放 戦争 勝利 記念 館 、 祖 国 統 一 3 大 憲章 記念 寺 
統一 戦線 塔 な ど で す 。 


5. 万 寿 台 大 記念 碑 は どん な 記念 碑 で すか ? 
万 寿 台 大 記念 碑 は 、 平 壌 市 の 都心 万 寿 台 に あり 
まあ る 
社会 主義 朝鮮 の 始祖 金 日 成 主席 が 指導 し た 朝鮮 
革命 の 栄え ある 道程 と 、 主 席 の 不滅 の 革命 業績 を と 
こし え に 伝 える べく 、1972 年 4 月 、 主 席 の 生誕 60 周 
年 を 迎え て 建立 され まし た 。 
2012 年 4 月 、 主 席 の 生誕 100 周 年 に 際 し て 、 金 日 成 
主席 の 銅像 と 金正 日 総 書 記 の 銅像 が ここ に 改め 
て 建立 され まし た 。 
万 寿 台 大 記念 碑 は 、 金 日 成 主 席 と 金正 日 総 書 記 の 
銅像 を 中 心 に し て 左右 に 建て られ た 2 大 群像 『 抗 
革命 闘争 塔 』 と 『 社 会 主義 革命 及び 社会 主義 建設 塔 』、 
それ に 朝鮮 革命 博物 館 の 正面 の 大 型 モ ザイ ク 冬 画 
『 白 頭山 』 に よっ て 構成 され て いま す 。 記念 夏 の 総 
敷地 面積 は 24 万 可 で す 。 
国内 外 各階 層 の 人 た ち が 最 も 多く 訪れ る 所 で す 。 
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6. チュ チェ 


思想 捨 は どん な 記念 


年 で すか ? 


思想 
チュチェ 思想 塔 は 、 東平 壌 の 大 同 江 畔 に あり ます 。 

不滅 の チュ チェ 思想 の 創始 者 金 日 成 主席 の 思 
想 ・ 理 論 的 業績 を 永遠 に 輝 か せ る べく 、1982 年 4 月 、 

主席 の 生誕 70 周 年 に 際 し て 建立 され まし た 。 

伝統 的 な 朝鮮 式 石 塔 建築 様式 を 生か し 、 白 色 の 花 
賠 岩 を 加工 し て 築造 し た も の で 、 高 さ 170m、 世 界 
の 名 ある 石塔 中 最高 を 誇る 塔 で す 。 

塔 は 塔 身 の 頂部 に 准 火 を 乗せ た 形態 を な し 、 周 辺 
に は 3 人 群像 、 副 テー マ 群 像 、 あ ず ま や 、 大 型 噴水 
(150m) な ど が 配 さ れ て いま す 。 

塔 身 は 、 金 日 成 主席 が 積ん だ 不滅 の 思想 ・ 理 論 的 


業績 を 、 佑 火 は 、 人 類 の 前 途 を 明る く 周 ら す チ ュ チ ェ 


思想 の 偉大 さと 真理 
の 背部 に は 


塔 下 


生 を 象徴 し て いま す 。 


国々 の 較 


界 の 


I 
上 世 


刻 


に 飲め られ て いま す 。 


各界 人 士 、 ナ ュ ナ ェ 思想 信 秦 者 の 寄贈 に な る 貴 
販 石 が 一 面 


7 * 党 創 立 記念 塔 ! 涼 ど ん な 記念 碑 で すか 2 


党 創立 記念 培 は 、 平壌 市 大 同 


あり ます 。 


ムン ス 
[区 域 の 紋 和 広 場 に 


朝鮮 革命 を 勝利 の 道 一 筋 に 導い て いる 朝鮮 労働 党 
の 栄え ある 歴史 を と こし え に 伝え る べく 、1995 年 10 
月 、 朝鮮 労 働 党 創立 50 周 年 に 際 し て 建立 され ま し た 。 
塔 高 は 、 党 創立 50 周 年 を 象徴 し た 50m を な し 、 総 
敷地 面積 は 25 万 枯 で す 。 
記念 塔 の 中 心 に 労働 者 、 農 民 、 勤 労 知 識 人 を 象徴 
する ハン マー と 鎌 、 筆 を 形象 化し た 塔 身 が あり ます 。 

吾 座 の 円 形 帯 に は 、 「! 朝 鮮 人 民 の すべ て の 勝利 の 
組織 者 で あり 導き 手 で ある 朝鮮 労働 党 万 歳 ! 」 と い 
う ス ロー ガン が 彫刻 され て いま す 。 円 形 帯 は 領袖 、 
党 、 大 衆 の 一 心 団結 を 象徴 し て いま す 。 


8. チョ ン リ マ 銅 像 は どん な 記念 和 偽 で すか ? 

日 に 千里 を 天翔 ける と いう 伝説 中 の チョ ン リ マ 
(千里 馬 ) を 形象 化し た チョ ン リ マ 銅 像 は 万 寿 台 に 
あり ます 。 

3 年 間 の 祖国 解放 戦争 (朝鮮 戦争 1950-1953) に 
勝利 し た 朝鮮 人 民 は 、 戦 後 の 復興 建設 と 社会 主義 
設 に 際 し て 、「 チ ョ ン リ マ を 駆る 葵 いで 前 進 し よ 
う ! 」 と いう スロ ー ガ ン を 掲げ 、 社 会 主義 建設 に お 
いて 革命 的 大 高揚 を 起こ すべ く 、 チ ョ ン リ マ 運 動 の 
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火 の 手 を 勢い よく 燃え 上 が ら せ ま し た 。 


チョ ン リ マ 運 動 は 、 


勤労 人 民 大 衆 の 革命 的 熱意 と 
創造 的 才能 を 高度 に 発 揚 させ て 、 経 済 、 文 化 、 思想 、 


道徳 の 全 分 野 で 一 切 の 古い も の を 払い の け て 新 レ し 


いも の を 創造 し 、 社 会 主義 建設 を 最大 限 に 推し 進め 


全 人 民 的 な 運動 で し た 。 
チョ ン リ マ 運 動 が 強力 に 


展開 され た 結果 、 社 会 主 


義 建設 で は 大 飛躍 が 起こ り 、 チ ョ ン リ マ は 社会 主義 


を 建設 する 朝鮮 の シン ボル と な り ま 
チョ ン リ マ 運 動 た け な わ の 


チョ ン リ マ q 鋼 像 は 、 


1961 年 4 月 に 建立 され まし た 。 


高き 46m で 、 塔 身 は 360 余 得 
の 花彫 岩 2500 余 個 を も っ て 


チョ ン リ マ q 鋼 像 は 、 


バツ を 石塔 上 ( 


E の さま ざ ヨ 
用 成 され て いま す 。 
乗せ た 銅像 と し 


ー 
ご 


し た 。 


E の 大 き さ 


て は 世界 で 最も 大 きく 、 高 いも の で す 。 


9. 名 旋 門 は どん な 記念 碑 で すか ? 


EE 


了 y 


【 旋 門 は 、 平 壌 市 牡 】 
成 主席 が 抗日 武装 闘争 を 


国 主義 の 軍事 的 占領 か ら 祖 


旋 し た 業績 を 記念 し 、 


1982 年 4 月 、 
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和 け 峰 の 航 に あり ます 。 
勝利 へ 導き 、 日 本 帝 
国 の 解放 を 成就 し て 中 


主席 の 4 


E 誕 70 周 


年 に 際 し て 建造 され まし た 。 
名 旋 門 は 、 花 賠 岩 を 加工 し て 築い た 建造 物 で あり 、 
伝統 的 な 多層 石塔 の 構造 的 特性 を 有 し て いま す 。 
門 高 60m、 幅 52.5m の この 名 旋 門 は 、 パ リ の 名 旋 
門 よ り 10m 高 い 、 世 界 最大 の 門 で す 。 
4 本 の 門柱 に は レリーフ 像 が あり 、 金 日 成 主席 
が 革命 の 途 に つい た 年 で や る 「1925」 と 、 祖 国 
解放 を 遂げ て 外 旋 し た 年 で ある 「1945」、 そ れ に 
不滅 の 革命 類 責 『 金 日 成 将 軍 の 歌 』 の 歌詞 が 彫 雪 
され て いま す 。 


NM 


て 一 


10. 祖国 解放 戦争 勝利 記念 館 と 祖国 解放 戦争 騰 
利 記念 塔 は どん な 記念 碑 的 建造 物 で すか ? 
祖国 解放 戦争 勝利 記念 館 は 、 人 偉大 な 祖国 解放 戦争 
(朝鮮 戦争 1950 て 1953) を 勝利 ( 日 成 主席 
の 不滅 の 革命 業績 と 金正 日 総 書 記 の 先 軍 革 命 業績 
を 永遠 に 伝え る た め の 記 念 碑 的 建造 物 で す 。 

湯 争 直後 の 1953 年 8 月 に 開館 し た 福 国 解放 戦 
争 勝 利 記 念 館 は 、 金 正 恩 委員 長 の 指導 の 下 、 
2013 年 7 月 の 祖国 解放 戦争 勝利 60 周 年 に 際 し て 
祖国 解放 戦争 勝利 記念 塔 の 近く に より 立派 に 建 


(人! 
所 
<ー 
古 
巡 


I 


遇 


- コ 


て 直さ れ ま し た 。 


基本 の 建物 と 大 


| 解放 1 


か ら な る 記念 館 に 


大 型 


パノラマ 館 で は 、 共 和 


は 、80 余 の 


ち が 解 説 を 行っ て いま す 。 


トン 


展覧 館野 外 の 普 


軍 海 車 が 儲 捕 


通 江 


じ レ た 


が 展示 


1993 有 
市 の 普通 河 


念 塔 は 、 


を 旗頭 と する 帝国 
の 自由 と 独立 を 立派 に 守り 抜い た 朝鮮 の 軍 


w 祖国 
[ 畔 
日 成 


金 


ド さ れ て いま す 。 
解放 戦 
に 建立 さ 
主席 の 指 


導 の ] 


主義 連合 


難 勲 を 万 代 に 伝え る 歴史 の 記念 


E 戦 館 、 
陳列 室 が あり ます 。 
国 英雄 な ど 参 戦 老 』 


に は 、 1968 年 1 月 
米 軍 武 装 情報 収集 艦 プ エブロ 与 


勝利 40 
れ た 祖国 


勢力 を 打ち 破り 、 


人 
3 


民 の 英雄 的 


総 敷地 


屋外 


兵器 展示 坦 


兵 た 


、 朝鮮 人 民 


周年 に 際 し て 平 
解放 戦争 勝利 


F デ メリ 帝国 圭 


門 と その 内 部 両側 


詩碑 、 朝 鮮 労働 党 旗 と 朝鮮 人 民 軍 軍旗 の 彫刻 
心 軸 の 他 端 に 高く 建つ 


れ に 大 P 


HH と 向かい 合 


[ 人 テ 


つ 10 の 晶 


] テ ー マ 群 


マ 彫 刻 『 勝 利 』 像 、 
像 か ら な っ て いま す 。 


押 積 15 万 mW に 達する 記念 塔 は 、 入 り 
日 成 主席 


こ あ る 金 


の 親 筆 碑 と 献 


っ て 
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際 、 そ 


心 軸 の 左右 に 並び 立 


. 祖国 統一 3 大 憲章 記念 夫 は どん な 記念 碑 


で すか ? 


祖国 統一 3 大 憲章 記念 塔 は 、 平 壌 一 開城 問 高速 首 


路 の 始点 に あり ます 。 


金 日 成 主席 が 提示 し た 祖国 統一 3 大 憲章 を 指針 


【 


と し て 必ず 祖国 を 統一 し よ 


な る 願い と 確固 た る 意志 を こめ て 、2001 有 


立 さ れ ま し た 。 


トン イル 


うと いう 、 朝 鮮 人 民 の 切 


LU 
@<) 
TrY 
般 


平壌 の 統一 通り か ら 軍 事 境 界 線 に 沿っ た 都市 開 
城 へ 向かう 道路 の 入り 口 に 


塔 が 建っ て いる こと は 


朝鮮 人 民 の 祖国 統一 熱 が いか に 熱い か を 如 実 に 示 


す も の で す 。 


朝鮮 衣装 を まとっ た 、 北 と 南 を 象徴 する 2 人 の 女性 が 


3 大 憲章 マー ク を 支え て いる 


用 の 塔 は 、 ユ ニー ク な 建築 


形式 と 造形 的 な 美 を も っ て 人 々 を 惹き 付け て いま す 。 


塔 身 の 内 部 に は 、 南 朝鮮 


の 人 た ちや 海外 同胞 、 諸 


外国 の 人 士 た ちの 寄贈 に な る 貴重 な 記念 石材 が 棚 


め ら れ て いま す 。 


12. 平壌 に は どん な 公園 や 遊園 地 が ある の で すか ? 
平壌 は 、 ど の 街路 に も 各種 の 街路 樹 や 花 樹 が 立ち 
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並び 、 行 く 先 々 に 遊園 地 、 義 い の 場 な ど が 設け られ 


て いる こと で 、 公 園 の の 都市 と 呼ば れ て いま す 。 


代表 的 な 公園 ・ 遊 


地 は 、 和 衣里 、 旋 青年 公園 


シン 人 


万 景 台 遊 園地 と 大 城山 遊園 地 、 綾 維人 民放 凶 、 


リョ ン ア クサ ン 


龍 岳山 遊園 地 、 そ れ に 中 央 動物 園 と 中 央 植物 園 な 


ど で す 3 


13. 牡 骸 峰 は どん な 遊園 地 で すか ? 


平壌 の 中 心 部 に 位置 し 、 首 都 の 庭園 と 呼ば れる 牡 


名 勝 で す 。 
牡丹 の 花 の よう に 


電 峰 は 、 古 く か ら 朝 鮮 8 景 の 一 つ に 数 えら れ て いる 


盾 し く 、 妙 な る 姿 を 持つ と し て 


名 付け られ た 丘陵 地 で す 。 


海抜 95m、 総 面積 2 


180 余 種 の 植物 が 育ち 、 四 李 を 通じ て さま ざ 


が 咲き 誇っ て いま す 。 
色とりどり の 花 が 


70 余 ヘクター ル の 牡丹 峰 に は 、 


咲き 乱れ る 春 も 目 を 楽し ま 


る が 、 緑 し た た る 夏 と も な れ ば 、 涼 し い 木 陰 が 広 が 
る 市 民 の 理想 的 な リ ゾー ト で も あり ます 。 


ウル ミル チル ソン 


チェ スン 


最 勝 台 、 浮 EE 楼 な どの 歴 昌 


斗 依 、 才 星 則 、 


遺跡 は 、 牡 崩 峰 の 秀 慌 か つ 情 緒 的 な 風景 に さら な る 
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彩り を 添え て いま す 。 
日 曜日 や 祝祭 日 と も な る と 、 レ クリ エー ショ ン を 
楽し む 市 民 で に ぎわ っ て いま す 。 


14. 名 旋 青年 公園 は どん な 公園 で すか ? 

名 旋 青年 公園 は 、 牡 丹 峰 を 背景 に し 、 そ の 薦 に 造 
成 さ れ た 公園 で 、1984 年 7 月 に オー プン し まし た 。 

40 余 ヘクター ル の 敷地 に 独特 な 形式 で 造成 され 
た 負 旋 青年 公園 に は 、 急 降下 タワ ー、 慣 性 飛行 車 、 
船 な らん こ 、3 重 回 転 盤 、 電 子 娯楽 館 な ど 最 新式 遊 
戯 ・ 娯 楽 施設 が あり 、 噴 水 、 人 工 滝 、 そ れ に 大 小 の 
上 設け られ て いま す 。 
公園 内 に は 清 水 亭 、 恩 謝 半 、 牡 凡 台 が 建ち 、 こ 
れ ら は チョ ウ セ ン ゴ ヨウ 、 松 、 チ ョ ウ セ ン ハ シド イ 、 
ヨド ガワ ツツジ 、 ア ンズ な ど さ ま ざま な 樹木 と 調和 
し て 、 公 園 の 風致 に 彩り を 添え て いま す 。 

と り わ け 、 日 が 暮れ る と 、 市 民 た ち が 層 惚 た る 電 
飾 の 下 で 最新 式 遊戯 施設 に 揺 ら れ な が ら 現 代 文明 
を 心ゆく まで 満喫 する 風景 が 繰り 広げ られ 、 そ の 印 
象 は 特別 な 余韻 を 残し ます 。 

アメ リカ の CNN は 、 鍋 旋 青 年 公 


の 使 惚 た る 夜景 


時 
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を 視聴 者 に 見 せな が ら 、 


0 


ん 。 ペー ーー こ は 社 会 主 E 義 北 事 


こう 解説 し て いま す 。 


Qr 
7T 


上 鮮 で す 」 


15. 綾 加 人 民 遊 園地 は どん な 所 で すか ? 


あり ます 。 
古く か ら 、 珠 の よ 2 


綾 編 人 民 遊園 地 は 、 平 壌 市 大 同 江 の 中 州 綾 維 島 に 


に 清 い 水面 に 映る シダ レ ヤ ナ 


ギ の 影 が 綾 分 の よう に 広がっ て いる と し て 綾 雑 と 


呼び が なら わ され た この 
が 造成 され て いま す 。 


州 に 、 近 代 的 な 総合 遊園 地 


綾 継 人 民 遊園 地 は 、 遊 泳 場 、 イ ルカ 館 、 遊 戯場 、 


ミニ ゴル フ 場 な どか ら な っ て いま す 。 

遊泳 場 、 イ ルカ 館 も 他 の 追随 を 許さ ず 、 遊 戯場 の 
夜景 も 層 陣 た る も の が あり ます 。 

遊戯 場 を 見 た 外国 人 観光 客 の 反響 を 以下 に 幾つ 


か 紹介 し ます 。 


イギリス 観光 団 団 】 


『 


: 朝鮮 の ここ 綾 維 遊戯 場 を 見 


て 、 非 常に 驚い た 。 こ ん な に も モダ ン に 、 立 派 に つ 
くら れ て いた と は 思い も よら な か っ た 。 


3 時 衝 に 
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な ん て 立派 な ん だ ろう と いう 思い が し て いる 。 写真 
より 、 こ うし て 実際 に 見 た 方 が は る か に すばらし い 。 
本 当 に 楽し く 幸 せな 時 間 を 送っ た 。 

中 国 観 光 団 団長 : 香港 に も こん な 遊戯 機 が ある が 、 
料金 が 高 す ぎ て 到底 乗る 気 に は な れ な か っ た 。 とこ 
ろ が 朝鮮 に 来 て みて 、 料 金 が と て も 安い の で びっ く 
り し た 。 

アメ リカ 観光 団 団長 : 遊戯 機 が みな 最新 式 だ 。 弾 
性 回 転 艇 は アメ リカ に も な い 。 朝 鮮 人 民 の 幸福 な 様 
子 を じかに 感じ る こと が で きた 。 


16. 平壌 を 歴史 の 都市 だ と 言う 理由 は 何で すか ? 
平壌 は 朝鮮 民族 の 悠久 の 歴史 と 交 然 た る 文化 、 英 
知 と 才能 が こも る 由緒 の 深い 都市 で す 。 

平壌 と その 周辺 に は 、100 万 年 前 か ら 人 類 が 連綿 
と 残し た 多く の 遺跡 が あり ます 。 

平壌 は 、 世 界 5 大 文化 の 一 つ 大 同 江 文 化 が 生み 昌 
され た 人 類 発 儲 の 地 の 一 つ で あり 、5000 年 の 歴史 を 
誇る 長い 文化 の 都市 で す 。 

平壌 は 朝鮮 最初 の 国家 古 朝鮮 (B.C.30 世 紀 初 め て 
B.C. 108) と 、 東 方 千年 の 大 国 と し て 僚 容 を 誇っ た 高 


上 エエ 
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旬 肌 (B.C. 277 て AD.668) の 国 都 で し た 。 
その こと を 実証 する 歴史 遺跡 が 平壌 に は すこ ぶ 
る 多い で す 。 


17. 平壌 に は どん な 陵 が ある の で すか ? 
平壌 に は 十 朝 魚 を 建 回 し た 栓 用 の 時 と 高 休 豚 の 


始祖 王 東 明 王 の 陵 が あり ます 。 


18. 丁 君 陵 は どん な 陵 で すか ? 

B.C. 30 世 紀 初 め 、 朝 鮮 最初 の 奴隷 制 国家 古 朝鮮 を 
立て た 朝鮮 民族 の 始祖 王 逢 君 の 陵 は 、 平 壌 市 江東 郡 
文 興 里 大 朴 山 の 航 に あり ます 。 

正方 形 の ピラ ミッ ド 式 積 石 墓 で ある 構 君 陵 の 敷 
地面 積 は 45 ヘ へ クタ ー ル で 、 墓 の ある 中 心 区 域 と 改造 
記念 碑 区 域 、 石 人 像 区 域 か ら な っ て いま す 。 

墓 の 中 に 入る に は 墓 後面 の 三 つ の 石門 を 通り 抜け 
な けれ ば な ら ず 、 門 扉 一 枚 の 重量 は 1.2 ト ン 強 で す 。 

こ は 丁 君 と 王妃 の 遺 朋 が 特殊 透明 ガラ ス 製 
の 槽 に 安置 され て いま す 。 
陵 の 一 辺 の 長 さ は 50m、 高 さ は 22m で す 。 
陵 前 の 祭壇 に は 石 の 供え 台 と 石 の 香炉 、 剣 塔 が あ 


=F 
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り 、 四 つの 角 に は 石 虎 像 が あり ます 。 

陵 に は 、 朝 鮮 民族 が 始祖 王 を 神聖 視 し 、 崇 敬 す る 
こと を 美徳 と する 風習 と か か わる 多く の 伝説 が 残 
され て いま す 。 


19. 東明 王 陵 は どん な 陵 で すか ? 
朝鮮 最初 の 封建 国家 で あり 、 朝 人 鮮 史上 最強 の 国 で 
あっ た 高 名 肌 の 始祖 王 東明 王 の 陵 は 平壌 市 の 中 心 
か ら 25km 離 れ た 力 浦 区 域 龍山 里 に あり ます 。 
東明 王 陵 は 、 高 句 葉 が 427 年 に 国 都 を 平壌 に 移し 
た 際 、 始 祖 王 の 墓 を と も に 移す 風習 に 従っ て 当地 に 
造営 され まし た 。 還 
170 余 ヘクター ル の 敷地 内 に 、 王 陵 区 域 、 定 陵 寺 
区 域 、 臣 下 墓 区 域 な ど が あり ます 。 
王 陵 区 域内 に は 、 特 色 あ る 朝鮮 式 建築 術 を も っ て 
建て られ た 陵 門 と 王 陵 、 文 武官 石像 その 他 の 石彫 刻 
祭 堂 が あり ます 。 
こ は も と 、 高 価 な 遺物 が 少な か ら ず あり まし 

た が 、 0 MibMASA こと ご と く 略 春 
され まし た 。 

玄 室 壁 面 に は 


華文 を あし ら っ た 絵画 が 残 


15 


され て いま す 。 


定 陵 寺 は 、 東明 王 陵 を この 地 へ 移し た 際 に 、 
王 の 冥福 を 祈っ て 造営 し た 寺 で す 。 


この 寺 は 、 東 西 
た 3 万 7000m の 


臣下 墓 区 域 に は 


下 の 墓 が あり 3 
東明 王 陵 は 、 世 界 文化 遺産 と し て ユネ スコ に 登録 


され て いま す 。 


E す 。 


、 南 北 133m の 
男 積 を 持つ 大 寺院 で す 。 
、 国 の た め に 


東明 


呈 


廊 を 巡ら し 


功 を 立て た 19 人 の 臣 


20. 平壌 に は どん な 博物 館 、 展 示 館 が ある の 


で すか ? 


英雄 金 正 波 女 史 、 金正 』 
朝鮮 の 人 た ち 


れ て いる 


館 \ 


平壌 に は 、 朝 鮮 
命 博物 館 、 金 


キム ジョ ンス ク 


日 成 


革命 の 栄え ある 歴史 を 示す 朝鮮 革 
E 席 と 金正 日 総 書記 、 抗日 の 女性 


息 委 員 長 ! 


史 遺 物 と 史料 が 展 
すぐ れ た 美術 
術 博物 館 、 不 滅 の 花 金 日 
示さ れ て いる 金 


成 花 、 


こ 、 朝鮮 人 民 と 南 
NN 
国家 贈物 保存 館 、 数 千 点 に 


る 貴重 な 歴 
示 0 央 歴史 博物 
品 が 保存 ・ 展 記さ れ て いる 朝鮮 美 


金正 日 花 が 栽培 ・ 


日 成 花 ・ 金 正 日 花 展 示 館 、 朝鮮 人 民 
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が 思想 


1 


2 


技術 、 文 化 の 3 大 革命 遂行 で 遂げ た 成果 を 


ヽ 


示し た 3 大 革命 展示 館 な ど が あり ます 。 


21. 0 は どん な 文化 機関 が あめ る の で すか ? 


平壌 に 


キム ヒョン 


多く の 大 学 、 平 
小学 校 な どの 各 級 学校 、 
学生 少年 宮殿 な どの 課外 教育 
科学 技術 殿堂 な どの 3 


了 - 


( 


金 日 成 総合 大 学 、 
第 大 \、 


委 


金 元 


マ 由 


人 な 


- 策 工業 総合 大 学 、 
音楽 総 合 大 学 そ の 他 


0 


キム ウォ ン ギ ュ ン 


論 第 1 中 学校 、 


Y] 


ブ ト 


の 0 高 上 
歯科 病院 、 


曹 


展 場 
上 


光 院 と 柳 
生 施 設 が あり ます 


S 


、 平 


9 、 平 壌 
映画 撮影 所 な 
京 院 、 


o 


日 成 競技 場 、 
ほ 馬 クラ ブ 、 


F 壌 学生 


民 教育 威 堂 、 そ れ ! 
医学 研究 院 、 平 壌 産院 、 柳 
病院 な どの 保健 
国際 映画 館 、 万 寿 台 創作 社 、 
ど 多 く の 文 化 芸 
紋 縛 遊 泳 場 な どす ぐれ た 文化 ・ 厚 


金成 柱 


万 景 台 


彰 徳 学校 、 人 
殿 、 


少年 宮 典 


殿堂 、 人 民 大 学習 堂 、 
こ 、 朝 鮮 赤 
リュ ギョ ン 


県 
人 民 


医療 機関 、 


チャ ン 
術 機関 、 蒼 


に は どん な スポ ー ツ 施設 が ある の で すか ? 


が ャ ーー デ ーッ ス タダ ジ チ デム 、 
イス バー ホリ ルン 


ョ ンチ ュ ン 
os く 


競技 場 、 


春 通り スポ ー ツ 
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村 、 


Je 


メア リ 射 撃 館 、 


H 


平壌 ボー リン グ 館 、 統 一 通り 過 


選 


民 屋 外 ス ケー トリ ンク な ど 多 く の 大 


衆 ス ポー ツ 施 設 が あり ます 。 


23. メー デー・ ス タ ジ ア ム は どん な 競技 場 で すか ? 


ヽ 


平壌 の 名 勝 大 同 : 


[上 の 綾 維 島 に ある メー デー・ ス 


タ ジ ア ム は 、1989 年 5 月 1 日 に 遂 工 し まし た 。 
あたかも 落下 傘 が 水面 上 に 降り た か の よう な 趣 
の ユニ ー ク な 建築 美 を 誇る この スタ ジア ム は 、15 万 
席 を 有する 世界 的 規模 の スポ ー ツ 施設 で す 。 

延べ 建築 面積 20 余 万 Y 強 の スタ ジア ム は 、 和 観覧 席 
へ の 出入 り 口 が 80 余 に の ぼり ます 。 

この スタ ジア ム で は 第 13 回 世界 青年 学生 祭典 の 
開 ・ 閉 幕 式 が 挙行 され 、 ま た 、10 万 名 の 青年 学生 が 
演じ る 世界 的 な 大 傑作 で ある 、 金 日 成 賞 受賞 作品 
大 マス ゲー ム ・ 芸 術 公演 『 ア リラ ン 』 が 盛大 に 行わ 
れ ま し た 。 
スタ ジア ム の 周辺 に は 、 民 俗 遊 戯場 、 芝 サッ カ 
ー 場 、 テ ニス コー ト 、 バ ベス ケット ボー ル 場 な ど 20 


あり ます 。 


余 の 屋外 練習 場 、 そ れ に 平壌 国際 サッ カー 学校 が 
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24. 美 林 乗 馬 ク ラブ は どん な 所 で すか ? 

平壌 市 郊外 の 美 林地 区 に 設け られ て いる 美 林 乗 
馬 ク ラブ は 、2013 年 10 月 に 竣工 し まし た 。 

62 万 7000 余 も の 広大 な 敷地 に 建設 され た 乗馬 
クラ ブ に は 、 乗 馬 コ ー ス と 乗馬 訓練 場 、 乗 馬 知 識 普 
及 室 、 疲 労 回 復 院 、 獣 医 病院 、 種 畜 研 究 所 な ど 、 乗 
馬 運 動 と 教育 に 必要 な 一 切 の 条件 と 環境 が 立派 に 
整っ て いま す 。 
乗馬 クラ ブ の 建物 は その どれ も が 、 自 然 の 風 数 に ふ 
さわ し く 、 丸木 を も っ て 装飾 され て お り 、 公園 化 、 園 
林 化 も な っ て 、 容 林 の 中 の 別 斑 を 初 節 さ せ て いま す 。 


股 


25. 開城 が 人 気 あ る 観光 都市 に な っ て いる 理由 
は 何で すか ? 
平壌 の 南方 160km に 位置 する 開城 は 、 朝 鮮 民族 の 
初 の 統一 国家 高 机 (918 て 1392) の 国 都 と し て 栄え 
た 歴史 の 都市 で す 。 
この 地区 に は 、 高 麗 時 代 の 文化 遺跡 ・ 遺 物 が 多い 
2 お 
開城 は 外国 勢力 に よる 朝鮮 国土 の 両断 と 民族 分 人 
の 悲 劇 を 象徴 する 軍事 境界 線 沿線 都市 で も あり ます 。 
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それ に 


、 世 界 的 に 名 の 知ら れ た 薬 材 高 


産地 で も あり ます 。 


開城 へ の コー ス に は 鉄道 と 
平壌 開城 間 高 束 道 踏 を 利用 する の が 便利 で す 。 


平壌 と 開城 の 


らく 休め る 便宜 も あり ます 。 休憩 所 か ら 
ン ネ ル を 抜け た 所 で は 、1 億 8 千 万 年 前 の 恐竜 の 足 
跡 化 石 を 見 物 で きま す 。 


肛 人 参 の 原 


ほ 道 と が あり ます が 、 


間 地 点 に ある 水 曲 休憩 所 で し ば 


幾つ か の ト 


26. 0 は どん な 歴史 遺 跡 が ある の で すか ? 


開城 に 


位 橋 、 0 高 豚 成 均 館 、 欄 書 


七 陵 群 、 


マン ウォ ル 


王建 王 際 と 敬二 ( 落 感 ) 王 際 、 矢 


院 、 明 陵 群 、 


満 月 台 、 開 城 購 星 台 (天文 台 )、 開 城 城 、 


衣着 0 


釘 1 本 も 使わ れ て いな い 木 造 の 建築 物 と し て 


ある こと で 人 々 の 耳目 を 若い て いる 
鐘 中 の 一 つ で ある 注 福 寺 の 鐘 な ども あ 


\ た 
健 


5 大 名 


り まう 


開城 地区 


ま 式 が 独特 で 、 高 諾 時 代 葉 の 観音 革 了 薩 像 が 


観音 寺 、 朝 


区 の 12 の 歴史 遺跡 が 2013 年 


! 
ーー 


「\ 


産 に 癌 録 され て いま す 。 
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世界 文化 遺 


27. 王建 王 陵 は どん な 陵 で すか ? 

王建 王 陵 は 、 朝 鮮 民族 の 最初 の 統一 国家 高麗 の 建 
国 始祖 王 王建 (877ー943) の 陵 で す 。 
開城 市 の 北方 6 lm の 松 績 山 の 艦 に あり ます 。 
王建 の 誕生 1117 周 年 に 際 し て 、1994 年 1 月 31 日 、 
改造 され まし た 。 
敷地 面積 は 5 万 5000Y で 、 陵 域 に は 、 王 建 王 の 陵 
と 彼 の 肖像 、 そ れ に 当時 の 知 胃 に すぐ れ た 文人 と 武 
人 の 石像 、 高 豚 人 民 の 闘争 業績 を 絵画 に こめ た 数 点 
の 美術 品 、 そ れ に 当代 の 建築 術 を 見 せる 陵 門 と 祭 堂 
な ど が あり ます 。 


7IT 


28. 敬 孝 王 陵 は どん な 歴史 遺跡 で すか ? 

敬 孝 ( 恭 感 ) 王 陵 は 、 高麗 第 31 代 敬 孝 王 の 陵 で 、 
王妃 の 没後 、 王 目 ら が 設計 し 、 人 民 を 動員 し て 造 
営 し た 王 と 妃 の 双 墓 で 、 開 城市 の 中 心から 西方 14 
km の 地 に あり ます 。 

1365 年 か ら 1372 年 まで の 7 年 間 に 造 営 さ れ た と 


\ い ます 


oO 


陵 は 墓 区 域 、 文 官 像 区 域 、 武 官 像 区 域 、 陵 の 祭 営 
区 域 か ら な っ て いま す 。 
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E の 周り に 


区 域 に は 、 王 と 妃 の 墓 が ゝ 


まる 


H の 壁 に 


局 石 の 重量 
芯 月 


7 
王 陵 は 位置 


が 到達 し て いた 数 学 、 天 文 ・ 地 


彫刻 ・ 


され 、 


占領 時 


3 


N ら し 、 月 


は 太 


E べ られ て いま 
は 雲 文 と 12 支 神 を 浮き 彫り 
出石 を 12 角 に 巡 
いま 


画 が あり 、 天 井 に 


3 ぶ 


に 


と 羊 の 石像 を 


陽 、 北 斗 七星 、 


は 12 支 f 


望 頭 石 が 立っ て い 


が 画 か れ て いま 


3 


が 特に すぐ れ て お り 、 


は 7.2 ト ン で あり 、 慕 の 左 
9 

代 (1905 て 1945) 【 
盗掘 者 た ち は 陵 の 一 隅 を 破壊 し ヨ 


こ 葬 品 は 


7IT 


当代 の 高麗 人 


喜 避 
反 


、 石 造 建築 術 、 


深 寺 の じ 2 レポ 夫人 き 的 本 内 以 4PCN ら 


こと か ら 、 朝 鮮 史 上 屈指 の 歴史 建築 物 と され て い 
ます 。 陵 の 形式 は 高 豚 末期 に お ける 陵 の 形式 を 代 
表し て いま す 。 


この 双 墓 形式 の 陵 は 、 そ の 後 、 朝 鮮 封 建 王 朝 時 代 


に 
に お 


陵 造 
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お ける 王 際 の 一 つの 形式 と し て 継承 され る な ど 、 
営 の モデ ル と な り ま し た 。 


29. 高 農 成 均 館 は どん な 遺跡 で すか ? 


成 均 館 ! 
の 官 更 養成 を 


関 で す 。 


開城 市 の 中 心 か 


ます 。 


元 来 この 建物 は 、111 
と し て 建築 され 


臣 


使 


/ 


宿所 ) 、 租 文 館 (信教 教 


よ 、 高 表 時 代 と 朝鮮 封建 3 
的 に し て 建て られ た 


E し た が 、 そ の 後 順 


プ 


さ ど っ た 機関 ) へ と 変容 し た 後 、 成 】 
監 (992 年 創設 ) が ここ へ 移り 、1308 有 


め 館 


「 ヽ 


称 さ れ ま し た 。 


現有 


に ヽ 


ーー 
いい 


農 博 物 館 と し て 利用 


の 建物 は ヨ 


- 皇 - 
中 是 


3 


され 、 


東北 方 2 km の 地 に 


E に 関す る 


朝 時 代 に 国 
最高 教育 機 


立 置 し て い 


2 SH 
甘 紀 初め 、 高 豚 の 離宮 大 名 省 
スン チョ ン 


天 館 ( 外 


国 の 
ほ 務 を つか 
クッ チャ 


の 前 身 国 子 
成 均 館 と 改 


E に 高 骸 時 代 の 歴史 を 見 せる 高 
重 な 歴 史 遺 


跡 ・ 遺 物 を 


数 多く 保存 ・ 展 示し て いま す 。 


敷地 上 


健 に 1000 旬 


積 2 万 内 
6 棟 が あり 、10004 
ヤキ が 天然 記念 物 と し て 
1992 年 5 月 、 成 均 館 を 視察 し た 金 


に 基本 の 建物 12 棟 、 


計 』 
皇 


(El 


付属 の 建物 


E 以 上 の 樹齢 を 持つ イチ ョ ウ と ケ 


民 護 され て い 


E す 


日 成 主席 は 、 朝 


E の 歴史 を 持つ 大 学 が ある の は 大 き な 誇 


り だ と し て 、 高 肌 時 代 の 


引 . 
明文] 
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教育 機関 成 均 館 を 継承 


し た 軽工業 総合 大 学 高 骸 成 均 館 を 創設 する よう は 


か らい まし た 。 


朝鮮 式 建築 術 に より 特色 ある 建物 と し て 建設 さ 


れ た 高 成 均 館 の 校舎 は 


し て いま す 。 


旧 成 均 館 の 西北 側 に 位置 


30. 善 竹 橋 は ど ん な 由来 を 持つ 橋 で すか ? 


肛 


善 竹 橋 は 、 開基 市 子 男 男山 の 南側 山 術 に ある 石橋 で す 。 


さほど 目立た な いこ の 小さ い 橋 が 長年 の 間 世 人 


の 陸 目 を 惹 いて いる の 6 は 、 高麗 王朝 の 忠臣 夢 周 


ソン ゲ 


が 逆 賊 本 成桂 一 味 の 手 に か か り 非 業 の 最期 を 遂げ 
た 所 で あり 、 こ の 出来 事 を 機 に 


チョ ン モ ンジ ュ 


し て 高 慌 王朝 と 朝鮮 


封建 王朝 の 交 奉 が 一 段 と 促さ れ た 史実 が こも っ て 


いる か ら で す 。 


橋 の 名 は 最初 は 選 地 橋 と 呼ば れ て いま し た が 、 後 
に その 場所 に 、 夢 周 の 節操 を た た える か の よう に 


人 竹 が 生え た と いう 伝説 が 生 
る よう に な り ま し た 。 


善 竹 橋 の 近く に 功 夢 周 の 忠節 と 関連 し た 聖人 碑 、 


まれ て 、 善 八橋 と 称 さ れ 


下馬 碑 ( こ こ で 下馬 し て 敬意 を 表す る よう に と 指示 
し た 石碑 ) 、 表 皿 原 な どの 遺跡 が あり ます 。 
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31. 高 農 人 参 は どん な 楽 材 で すか ? 

人 参 と いう 語 は 、 根 が 人 間 の 形 を し て いる と し て 
名 付け られ た の で す が 、 山 に 育つ 野生 の 人 参 は 山 参 
と 呼ん で 区 別して いま す 。 高 諾 時 代 に 外国 に 広く 輸 
出さ れる に 及 ん で 、「 高 麗人 参 」 と 称 さ れる よう に 
な り ま し た 。 

古く か ら 風 土 ・ 気 師 な ど 自 然 地理 的 条件 が 人 参 の 
栽培 に 特に 適し 、 商 業 の 盛ん な 開城 一 帯 で 大 量 に 生 
産 さ れ て いた こと か ら 、「 開 城 高 英 人 参 」 と も 呼ば 
れ て いま す 。 

人 参 の 根 、 葉 、 茎 、 つ ぼ み 、 実に は 配 糖 体 、 糖類 、 
精油 、 ア ミノ 本 、 ペ プチ ナド 、 有 機 酸 、 久 物質 微量 
要素 、 酵 素 、 各 種 の ビタ ミン (B 複 合体 、C、PP、 
紅 な どど)、 ジ シラ ボッ イド な ど お が 含有 きれ て いま すず す 。 

人 参 は 、 強 壮 、 免 疫 機能 是 進 、 中枢 神経 系 統 興奮 、 
造血 機能 強化 、 飲 食物 の 消化 ・ 吸 収 機能 強化 な どの 
作用 を 行い 、 蛋 白質 と 脂肪 酸 の 生 合成 を 促進 し 、 血 
精 量 を 低め 、 胆 汁 の 分 泌 を 促す な ど 物 質 代 謝 に よい 
影響 を 及ぼ し ます 。 虚 能 な 体質 、 病 気 の 回 復 期 、 病 
後 の 衰 弱 、 肉 体 的 ・ 精 神 的 療 労 な どの 補 薬 と し て 、 
また 食欲 不振 、 消化 不良 、 下痢 、 慢性 胃炎 、 虚脱 症 、 
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呈 


糖尿 病 、 動 眉 、 睡 眠 障害 、 低 血圧 、 性 機能 障害 、 貧 
、 肝 炎 な ど に 用 い 、 抗 ガン 薬 と し て も 使用 され ます 。 
観光 客 は 開城 で 人 参 畑 を 見 学 し な が ら 、 そ の 場 で 
人 参 や その 加工 品 を 買う こと が で きま す 。 


ン 


32. 本 淵 の 洋 は どん な 名 勝 で すか ? 
開城 市 の 北方 25km の 地 に ある 杜 湯 の 洋 は 、 金 財 山 


リョ ン 


の 九 龍 の 滝 、 雪 馬山 の 大 勝 の 滝 と 並ぶ 彰 鮮 E3 大 名 


漂 布 の 一 つ で 、 16 世紀 の 著名 な 哲学 者 人 夏 徳 、 有 
名 な 女流 詩人 黄 真 伊 と と も に 松 都 (開城 の 別称 ) 
3 絶 と た た えら れ て いま す 。 
高き 37m の 滝 の 頂 上 に は 、 周 24m、 径 8 m、 深 さ 
5m ほ どの 社 斑 と いう 名 の 池 が あり 、 滝 の 下 に は 庄 
母 漁 と 呼ば れる 周 120m、 径 40m の 滝 韓 が あり ます 。 
いっ た ん 相 洲 に 流れ 込ん だ 水 が 落 下 し て で きる 
沙 だ と し て 、 朴 注 の 洋 と 称 さ れ て いる の で す 。 
滝 の すぐ 近 くに 立つ 近 欄 剖 と いう あず まや か ら 
眺め る 滝 は まさ に 絶景 で す 。 
この 滝 は 他 の 滝 に 比べ て 、 水 の 落下 速度 が 速く 、 
音声 も 激しい で す 。 そ れ に 白い 霧 を あたり に 立ち 昇 
ら せ て 風致 を 一 段 と 際立た せ て いま す 。 
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雄 壮 な 滝 は 、 南 側 の 切り 立つ 断崖 と 、 四 方 に 扉 風 
さながら に 巡ら され た 層 周 絶 且 に 抱か れ 、 ま こと 絶 


景 と いう 語 に 尽き ます 。 


39. 板門店 | よど ん な 所 で すか ? 
板 門 店 は 開城 市 の 中 心 部 か ら 8 km の 地 に あり 
ます 。 
去る 朝鮮 戦争 の 停戦 協定 が 、 朝 鮮 と アメ リカ の 間 
で 結ば れ た (1953. 7 .27) 地 で す 。 

以前 は 開城 と ソウ ル を 結ぶ 道 の 際 に ある 貧 村 に 
すぎ な か っ た 板門店 が 、 停 戦 会 談 が 行わ れ て 以来 、 
世界 の 耳目 を 集め る 土地 と な っ た の で す 。 
板門店 に は 、 祖国 の 統一 に 関す る 金 日 成 主 席 の 親 
筆 碑 が 建て られ て お り 、 停 戦 会 談 当 時 の 会 議場 、 停 
戦 協定 調印 式場 、 軍 事 停戦 要員 会 の 会 議 室 、 中 立国 
監視 委員 会 の 会 議 室 な ど が あり ます 。 会 談 場 な どの 
建物 の 中 央 を 中 いて 引か れ た 軍事 境界 線 の 北側 に 
は 統一 開 と 板 門 闘 が 立っ て いま す 。 

開城 市 の 東方 27km の 地点 に 行け ば 、 南 側 の コン ク 
リー ト 障 壁 を 望 見 で きま す 。 

コン クリ ー ト 障 記 は 、 南 朝鮮 僚 偽 当 局 が 朝鮮 の 分 
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像 を 永久 化す べく 、 朝 鮮 半 島 を 北 と 南 に 分 断 し た 
240km の 軍事 境界 線上 に 築い た 築造 物 で す 。 


34. 日 頭山 は どん な 山 で すか ? 


司 高 2750m の 朝鮮 最高 の 山 自 頭 山 は 、 朝 鮮 と 中 国 
の 境界 線上 に そそ り 立 っ て いま す 。 

この 国 の 祖先 た ち は 、 朝鮮 の すべ て の 山脈 が 白頭 
山 に 端 を 発し て いる と し て 、 白 頭山 を 祖 宗 の 山 と し 
て 崇め まし た 。 ま た 、 白 頭山 を 民族 の 尊厳 、 朝 鮮 の 


気象 と し て 誇り 、 英 知 に 富み 、 男 敢 か つ 清 い 民 族 の 


魂 が 提 
朝鮮 


で す 。 
ヨコ 頭 


の 解放 を 成就 し た 金 
る 広大 な 大 露天 博物 館 で す 。 
白頭 山 に は 


頭山 で 
の 春 染 


て 南海 


FLT 


山地 抗 


区 は 、 


二 目 ! 


日 革命 


ョ 


還 呈 


頭 大 山脈 は 、 白 頭山 を 起 
まで 延び 、 朝鮮 の その 他 の 
山脈 か ら 分 か れ 出 た 支 


有 成 され た と 信じ て いま し た 。 
! 派 を な す E 
の 鳩 在 峰 
主 な 山脈 は すべ て 自 頭 大 


B 


K 


隊 利 に 導き 、 祖 国 


日 成 主席 の 間 


金正 


命 活動 史 が こも 


? 公 寺 - ミ コス ミ 月 - 
絵 書 記 が 千 


E れ た 白頭 山 密 営 


の 生 家 が あり 、 生 家 の 後 ろ に は 正 


えて い 


ます 。 
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峰 が 巨 然 と そ び 


ヨ 頭 山 は 秀 肌 、 荘 厳 、 雄 壮 な ば か りか 、 風 景 が 多 
様 か つ 優 美 で あり 、 地 形 、 地 質 、 気 象 ・ 気 師 、 動 植 
物 相 も 特異 で す 。 

平壌 か ら 白 頭山 まで の 直線 距離 は 385km で 、 飛 行 
機 で は 1 時 間 ほ ど で 行 け ま す 。 
ヨ 頭 山 は 、1989 年 、 国 際 生物 圏 保護 区 に 登録 され 
GD 朱 すり 


35. 白頭 山 天池 は どん な 湖 で すか ? 

ヨ 頭 山上 に ある 天池 は 、 昔 か ら そ の 存在 が 神聖 だ 
SS 

天池 の 周り に は 、 標 高 2500m を 越え る 峰 が 20 余 あ 
り : ま お 
天池 の 面積 は 9. 16kWi、 周 は 14. 4km、 最 大 水深 は 384m 


天池 に は 、 天 池 イ ワナ と 小 浮遊 生物 が 棲息 し て い 


近辺 に は 高山 地帯 に し か いな い 数 種 の 動物 が 棲 
ん で お り 、 雪 中 で も 開く キバ ナシ ャ ク ナ ゲ な ど 百 数 
十 種 の 植物 が 育っ て いま す 。 
天池 の 水 は 鉱泉 成分 の ほとん ど を 含有 し て いて 、 
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健康 ・ 長 寿 に 特 効 が あり ます 。 
天池 周辺 の 空気 は 陰 イ オン が 豊富 で 、 神 経 系 統 の 
共 張 を 和らげ 、 気 分 を 楽し ませ ます 。 

ヨ 頭 山 天 池 は カル デラ 湖 で 、 そ の 規模 と 

らし て 世界 最高 の 名 勝 と うた われ て いま す 。 


し さか 


MIU) 


(生生 朝鮮 の 北部 両 江 道 三池 洲 郡 に ある 秀 
諾 な 湖 で 、 De と し て 付け られ た 
名 で す 。 

100 万 年 ほど 前 まで は 当地 を 川 が 流れ て いま し た 
が 、 白 頭山 の 噴火 で 浴 岩 に 埋もれ 、 そ こ に 残っ た の 

この 潮 で す 。 

湖 の 水源 は 主として 降水 と 地下 水 で 、 水 の 流出 入 
の な い 特 異な 湖 で す 。 

三池 洲 の 岸辺 に は 、 日 本 帝国 主義 侵略 者 と 戦っ た 
朝鮮 人 民 革命 軍隊 員 の 彫刻 群像 が あり ます 。 

洪 ん だ 水 を た た えて いる 湖 に は 、 鯉 、 モ ツ ゴ その 他 
の 魚 が 棲 息 し て お り 、 岸 に は 砂原 が 広がっ て いま す 。 

高山 地帯 に だ け 見 られ る 自然 風 基 に 富ん だ 湖 の 
周辺 に は 、 天 然 記念 物 に 登録 され た 三池 淵 ア カシ カ 、 
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三池 産 ク カロテン 、 
いま す 


三池 淵 ク 


ロラ イチ ョ ウ が 棲ん で 


太古 然 た る 樹林 の 彼方 に 
し て 、 さ ざ 波 を 立て る 三池 少 
印象 的 で す 。 

は ユニ ー ク な 形式 の 踏査 会 館 、 休 状 開 、 ボ 
gm の 文化 ・ サ ービス 施 


び え る 日 頭山 を 痛 薄 に 
の 風 数 は すこ ぶる 

湖畔 に 
ー ト 乗場 を は じ め 


っ つて いま す 。 
三 * 


語 種 


FLT 


雪 を 戴 い て 巨 然 と そ 


設 が 備 わ 


負 淵 の 岸 


辺 に は 、 金 
を 引き 連れ て 、 


国 ヨ 


の 主力 部 隊 
本 帝 
] の 信 
を 芸術 的 に 


容 表現 し た 


義 侵略 者 に 角 
念 を 抱か せ た 茂 山地 


成 主席 が 朝鮮 人 民 革 命 軍 
1939 年 5 月 、 祖 国 へ 進軍 
蔵 滅 的 打撃 を 加え 、 人 民 
戦闘 の 歴史 的 内 


区 


三池 淵 大 記念 牧 が あり ます 。 


37. 金 則 山 は ざん な 名 山 で すか ? 


金剛 山 は 、 朝鮮 は 言 


2 


に 及ば ず 、 


世界 の 名 山 で す 。 


ンチ ョ ン 


則 山 

朝鮮 半島 中 部 泊 
郡 の 東海 岸 に 面 し た 広 
km、 総 面積 530kW) を 


加 


デ 販 
ご 目 


[ 原 道 の 高城 郡 、 
広大 な 地域 (南北 60km、 
め て いる 金 


金剛 郡 、 通 | 
東西 40 


剛 山 の 美 は 、 山 岳 


美 、 渓谷 美 、 樹林 美 、 漂 布 美 、 海洋 


伝説 


た など な ど で す 。 
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E 美 、 風雲 記 


過 田 


和美 、 


金剛 山 に は 、 1 万 2000 峰 を 従え て 巨 然 と そそ り 立 
つ 抑 虐 峰 (1639m) を は じ め 標 高 1500m を 越え る 峰 
が 10 余 、1000m 以 上 の 峰 は 100 余 に 達し ます 。 
切り 立つ 無数 の 峰 、 千 差 万 別 の 奇岩 、 巨 大 な 層 周 
絶 記 と それ ら に 挟ま れ た 深い 渓谷 と 数 知れ ぬ 滝 、 清 
く 浴 ん だ 流れ 、 鏡 面 の よう な 湖 と 淵 、 海 辺 の 特異 な 
束 景 、 美 し くも 珍し い 動 植物 一 これ ら が 見 事 な 調 和 
を な し て 神秘 境 が 現 出 し て いる の で す 。 
金剛 山 に は 温泉 も あり ます 。 金 剛 山 温泉 は 、 ラ ジ 
ウム を 含む 鉱物 質 土 温泉 で 、 微 弱 な 放射 能 を 持つ 
ラフ ドン 泉 で も あり ます 。 和 無色 透明 で 、 石 鹸 の 泡立ち 
が よい で す 。 温度 は 37 て 44 で で す 。 


ーー 


38. 金剛 山 は どう 区 分 けさ れ て いる の で すか ? 
金剛 山 は 、 外 金剛 、 内 金剛 、 海 金剛 か ら な っ て い 


に 5 o 


外 金 剛 は 、 人 金剛 山 の 主 峰 時 膚 峰 を 中 心 に 南北 に 1 
びる 連峰 と 、 海 岸 沿い に 長く 広がる 海 金剛 の 間 を 占 
め ま す 。 峨 々 と そびえ る 雄 壮 な 山岳 美 を 誇示 する 千 
姿 万 態 の 奇岩 怪 石 、 広 く 名 を 知ら れ た 渓谷 、 大 小 の 
滝 と 淵 が ー つ に 溶け 合っ て 絶 勝 景 色 を な す 外 金剛 
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は 、 男 性 的 な 趣 を な し て いま す 。 

内 金剛 は 、 金 剛 山 の 西部 地域 に 広がる 名 勝地 区 で 
す 。 外 金剛 に 接する 内 金剛 は 、 秀 肛 な 渓谷 美 を 主 調 
と する 女性 的 な 美 を も っ て 彩り られ て いま す 。 

海 金 時 は 、 麗 し い 湖 と 海岸 の 景勝 で 広く 知ら れ た 
名 勝地 区 で す 。 こ の 地区 は 、 外 金剛 や 内 金剛 と は 異 
な り 、 絵 画 の よう な 海岸 風景 と 水晶 の よう に 港 明 な 
海水 下 の 万 物 相 を 眺め た り 、 海 水浴 や 釣り で 楽し い 
時 間 を 過ごせ ます 。 


0 人 
浦 は 、 金 剛 山 地域 温 井 里 の 東方 10km の 位置 

に あり ます 。 

昔 、 あ る 王 が 遊び に 来 た が 、 そ の 絶 最 に 日 帰り の 
スケ ジュ ー ル を 違え 、 3 日 間 逗 留 し て 湖水 の 美 を 楽 
し ん だ と いう 伝説 か ら 付 けら れ た 名 の 湖 で す 。 

の ぞ け ば 心 の 底 ま で 映し 出さ れ そ うな 溢 ん だ 水 、 
湖 を 取り 巻く 岩山 と うっ そう た る 緑 の 取り 合わ - 
は 、 ま さ に 一 幅 の 絵 で す 。 

三 日 消 に は 抽 和 牛馬 、 四 仙 享 玉 、) 
が あり 、 潮 畔 に は 、 将 軍 台 、 攻 
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計 


クム ガン 


金剛 門 な ど が あり ます 。 


ここ で は 舟 遊 び を し た り 、 湖 辺 に 連なる 岩山 を 巡 
る 探勝 コー ス を 遊覧 する こと も で きま す 。 


湖畔 に は 丹 楓 館 と いう 名 の レス トラ ン も あっ て 、 


1 日 を 楽し く 送 る こと が で きま す 。 


湖 の 周 は 5.8km、 最 大 の 深 さ は 9 て 13m で す 。 


40. 立石 亭 は どん な 名 勝 で すか ? 


奇妙 な 形態 を 持つ 数 多く の 石柱 が 林立 し て 海辺 


を 鮮やか に 飾っ て いる 業 石 宮 は 、 江 原 道 通 川 郡 


通 川 邑 の 海岸 に あり ます 。 


6 角柱 、8 角柱 な ど 女 武 岩 の 柱 が 岸 に 沿い 1000m 


の 長き さき に わた っ て 、 あ る い は 高く 、 あ る い は 低く 競 
い 立 っ て いま す 。 高 く 直 立 する 石柱 は 立 叢 、 座 っ て 
いる 形 の も の は 座 叢 、 陰 し て いる も の は 近 叢 と 呼ば 


れ て いま す 。 


さま ざま の 石柱 が ある い は 和 群 立 し 、 あ る い は 独り 
で 立っ て 水草 の よう に 澄ん だ 海水 中 に 根 を 下ろ し 
て そそ り 立 つ 様 子 は 、 奇 異 と も 神秘 と も 言え ます 。 


昔 、 腕 利き の 石工 た ち が 


長年 労 を 費やし て 、 幾 


つか は ひと まとめ に くく りつ け 、 幾 つか は 三 々 五 々 
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に 立て て 海辺 を 飾っ た と いう 伝説 バ が ここ に 残さ れ 

SN まま 2 ま よら 95 
また 、 そ の 昔 、4 人 の 神仙 が 遊ん だ と いう 四 仙 話 
と 、 立 石 亭 の 石柱 を 切り 倒し て 龍宮 へ の 橋 を 架け よ 
うと し た が 、 そ れ ら 叢 石 の 美 し さ ! に 稀 せ せら れ て 、 工 

事 を 途中 で 断念 し た と いう 石橋 、 仲 良く 並ん で 立つ 

夫婦 周 、 亀 岩 な ど な ど と り ど り の 姿 を し た 岩 も 見 ら 

れ ま す 。 

業 石 亭 の 日 の 出 と 、 銀 白色 の 月 光 に 彩 ら れ た 夜 

は 独特 の 惚 境 を な し ます 。 


41. 金剛 山 に は どん な 歴史 遺跡 が ある の で すか ? 
金剛 山 に は 、 日 当たり の 特に よい 場 に 立つ 寺 と い 
うこ と で 命名 され た 正 朋 寺 、 金剛 山 4 大 寺 利 の 一 
つ で ある 表 訓 寺 、 切り 立つ 断崖 に に 張り 付い て いる か 
の よう な 、 特殊 な 建築 術 を 誇示 する 章 委 庵 、 内 金剛 
方 肖 洞 弥 勤 台 の 絶壁 こ 彫 られ た 、 朝 鮮 の 石仏 像 ! 


ミ ョ ギ ル サ ン 


最大 の 傑作 妙 吉 祥 な ど が あり ます 。 


42. 妙 香 山 は どん な 名 山 で すか ? 
朝鮮 の 西北 部 に 位置 する 妙 香 山 の 名 称 は 、 山 の 次 
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が 絶妙 秀 豚 で 、 山 の い ず こ に も すがすがしい 香気 を 
放つ 樹木 が 生い茂っ て いる と し て 付け られ た も の 
Mo 

山 の 周 は 128km、 面 積 は 375kW で す 。 

妙 香山 の 特徴 は 、 自 然 の 美 と 奴 壮 さ を す べ て 備え 
て いる こと に あり ます 。 そ れ が ゆえ に 妙 香 山 は 、 朝 
鮮 の 名 山中 の 名 山 と され て いま す 。 

今一つ の 特徴 は 、 こ の 山 に 歴史 遺跡 ・ 遺 物 が と り 

巡 光 5 と で す 。 es 

炒 香山 に は 、 朝 鮮 5 大 寺 利 の 一 つ 覧 寺 を は じ 
め 、 多 く 0 ・ 遺 物 が 保存 され て いま す 。 

妙 香 山 は 、1120 余 種 の 植物 と 40 余 種 の 路 乳 動物 、 
130 余 種 の 鳥類 が 棲 上 す る 巨大 な 生態 観光 地区 で も 
あり ます 。 
妙 香 山 の 気候 は 、 強 風 は あま りな く 、 温 暖 で 、 冬 
も た いし て 寒く あり ませ ん 。 

昔 、 西山 大 師 と いう 名 僧 が いま し た が 、 彼 は こ 
山 に 寺 を 建て て 住み ま し た 。 

妙 香 山 に は 、 金 日 成 主席 と 金正 日 総 書記 、 抗 

0 員 長 へ の 世 
后 


ン ッ 
高 
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展覧 館 が あり ます 。 
平壌 か ら 炒 和 山 まで の 距離 は 150km ほ ど で 、 平 壌 
ヒ ン サ ン 

ー 春 山間 観光 道路 が あり 、 交 通 の 便 が よい で す 。 


43. 妙 香 山 の 登 山 コ ユー ス は どう 形成 され て いる 
の で すか ? 同和 

妙 香山 の 登山 コー ス は 、 上 元 洞 疹 山 コ ー ス 、 万 漂 

洞 疹 山 コ ユー ス 、 里 慮 蜂 座 山 コ ー ス か ら な っ て いま す 。 
上 元 洞 次 山 コ ー ス は 、 炒 香山 の 法王 峰 と 玉 仙 峰 

の 間 に あ る 癌 山 コ ー ス で 、 妙 香山 の 名 勝 渓谷 中 最大 

の 形 勝 で す 。 


ヒ 


万 涯 洞 交 山 コー ス は 、 奉 膚 峰 と 寺 塔 峰 か ら 発 
する 山並 み の 間 に あ る 渓谷 の 美 を めで な が ら 続 く 
コー ス で 、 軒 遇 た る 意気 込み と 壮快 な 感 の 湧く 登山 
デー スズ ス で す 、 

虹 慮 峰 六 山 コ ー ス は 、 妙 香山 の 最高 峰 昆 膚 峰 
(1909m) に 至る コー ス で す 。 昆 護 峰 の 頂 に 立て ば 、 
妙 香 山 の 絶 勝 、 ど こま で も 続く 青い 山並 み 、 そ れ ら 
の 間 を くね く ね と 流れ る 河川 や 平野 が 望 見 され ま 
す 。 快晴 の 日 に は 、 毅 倉地 帯 ヨ ルト ッ 三 千 里 が 原 
の 向こう 朝鮮 西海 も 見 晴 か せま す 。 
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ン 


44. 国際 親善 展覧 館 は どん な 所 で すか ? 


国際 親善 展覧 館 に は 、 金 日 成 ヨ 


E 席 、 金正 日 総 書 記 、 


抗日 の 女性 英雄 金正 小 女 史 、 金 正 恩 委 員 長 に 、5 カ 
陸 の 多く の 国 の 政党 と 国家 の 指導 者 、 著 名 な 人 士 た 


ちか ら 贈 られ た 贈呈 品 が 展示 され て 
材木 は 一 切 使用 し て いな い が 、 


に 装 わ れ 、 窓 も 一 つと し て な い が 、 
いる よう に 見 える 特色 ある 朝鮮 風 の 建物 で 、 光 線 と 


を 響 か せま す 。 
展覧 館 の 総 
で 、 本 館 、 第 
贈呈 品 1 点 
べべ て の 贈呈 品 


温度 は 自動 的 に MM 
展覧 館 の 各 隅 軒 に は 民族 的 な 伝統 を 生か し た 蝶 
模様 の 風鈴 が 吊る 交 り 、 風 が 吹く と 優雅 な 音 


\ ま す 。 


外見 は 木造 の よ う 


ちゃ ん と 付い て 


建築 面積 は 4 万 6000m で す 。 6 階 建て 
SMMS 

を 見 る の に 1 分 を 要する と すれ ば 、 す 
を 見 る 0 か り ま す 。 


45. 妙 香 山 に は どん な 歴史 遺跡 が ある の で すか ? 
妙 香 山 に は 、 朝 鮮 の 名 利 の 一 つ で 仏教 伝播 の 主要 
な 拠点 で あっ た 普 賢 寺 、 各 層 の 屋根 


可 


吊る され て いて 、 そ よ 風 に も 
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し い 


の 隅 棟 に 風鈴 が 


音 を 出し 、 舌 い 


石塔 中 芸術 的 技巧 抜 冬 と さ 
余 枚 の 木版 を も っ て 
な ど が あり ます 。 


46. 龍門 大 宿 と 松 岩 洞窟 
龍 門 大 窟 と 松 岩 洞窟 ! 
成 さ れ た 大 殺 乳 洞 です 。 
F 安 北 道 球 場 君 の 龍 
上 多 成 され た も の で 、 
余 の 文 窒 を し て いま す 。 
玉 花 洞 、 宝 石 洞 な ど 
最高 の 高 さ は 40m、 


長 


印刷 し た 仏教 経 


れる 8 角 13 重 の 塔 、 


8 万 
8 万 大 蔵 経 


は どん な 名 勝 で すか ? 
は と も に 石灰 娠 に よっ て 


門 大 宿 は 、 4 億 8000 万 年 
6 km に ー つ の 本 客 と 30 
石化 洞 鉄 豆 洞 、 
数 十 の 名 所 を 持ち ます 。 
最大 幅 は 60m で す 。 


ベク 
Et 


南 道 伯 川 市 の 松 岩 注 
ほ 妙 の 千 交 太 態 


リョ ング ン 


龍 宮 洞 、 モ 油 な ど 16 
神秘 な 名 所 が あり ます 。 


景 洞 樹林 洞 、 宝 物 


洞窟 も 龍門 大 閑 と 肩 を 
を 府 る 地下 名 勝 で 、 


ポム ルー チャ ン ス 
洞 、 長 


0 余 の 雄 壮 


洞 に 7 : 


47. 九 月 山 は どん な 名 山 で すか ? 


朝鮮 半島 の 中 西部 に 位 
の 紅葉 の こと の ほか の ョ ポ 


置 する 九 月 山 は 、 九 月 
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し さ を た た えて 付け 


られ た 名 で す 。 
総 面積 110kW で 、100 余 km の 探勝 道路 、 数 十 の あず 


Qr[ 


識 、 建 築 術 が 繊 # 


山城 、 月 精 寺 、 


まや と 全 賊 台 、 癌 山 道 が あり ます 。 
九 月 山 観 光 地区 に は 、 


絶 勝 菜 観 も さる こと な が ら 、 
古 朝 鮮 の 始祖 王 椅 君 と 祖父 


因 、 父 親 相 雄 の 祭祀 を 行っ た と 言わ れる 三 聖 
で 規模 の 大 きい 、 し か も 格別 に 華 


中 


柚 で 内 容 の 豊か な こと で 、 高 旬 英 壁画 古墳 の うち で 
要 な 位置 を 占め る 安 岳 第 3 嘱 古墳 その 他 多く 


も 重 


の 歴 


回 内 


の 南 湯 


適切 


6 お 。 


史 遺 跡 が 存在 し ます 。 
人 市 か ら 九 月 山 ま で は 約 100km で 、 朝 鮮 西 海岸 
市 を 経て 西海 剛 門 上 の 道路 を 進む ユー ス が 


48. 七宝 山 は どん な 名 山 で すか ? 
七宝 山 と は 、 そ こ に 7 種 の 宝物 が 埋もれ て いる と 


し て 付け られ た 名 で す 。 
二 々 と し た 朝鮮 東海 の 岸辺 に そびえ る 多く 


清く 青 
の 奇 峰 と 切り 立つ 絶 璧 、 


奇岩 怪 石 、 う っ そう た る 樹 


林 に 才 わ れ た 深い 谷間 な ど 無 数 の 景勝 を 繰り 広げ 
る 七宝 山 は 朝鮮 が 誇る 名 山 の 一 つ で す 。 
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独特 な 幾つ も の 形態 の 石門 、 洞 窒 、 渓 谷 、 谷 間 ご 
と に 流れ 落ち る 大 小 の 滝 は 、 七 宝山 の 風致 を 一 段 と 
美しく 飾っ て いま す 。 
七宝 山 に は 800 余 種 の 高等 植物 と 数 百 種 の 春 槍 動 
物 が 棲息 し て いま す 。 
七宝 山 の 特産 松茸 を は じ め 百 数 十 種 の 薬 草 資源 、 
経済 的 価値 と 学術 的 意義 の 大 きい 植物 や 動物 が 分 
布 し て 、 遺 伝 子 多様 性 の 重要 貯蔵 庫 を な し て いる 七 
宝山 地区 は 、 世 界 生物 圏 保護 区 に 登録 され て いま す 。 

山 の 景勝 と 海岸 風景 に 彩 ら れ た 七宝 山 は 、 ど の 季 

に あっ て も 独特 の 風致 を 誇っ て いま す 。 

七宝 山 は 、 内 七宝 、 外 七宝 、 海 七宝 の 区 分 を 持ち 
ます が 、 そ の いずれ も 総 勝 侍 景 で あり 、 長 い 歴 史 を 
誇る 多く の 歴史 遺跡 が あり ます 。 

間 津 温泉 を は じ め 名 の ある 温泉 も 数 カ所 に あ 
り ま す 。 


49. 元 山地 区 に は どん な 名 勝 が ある の で すか ? 

朝鮮 東海 岸 の 元 山 市 は 、 朝鮮 に お ける 観光 資源 の 
最も 豊富 な 都市 で あり 、 秀 肛 な 海 景色 に 壮大 な 馬 息 
嶺 ス キー 場 を 誇っ て いる だ け で な く 、 世 界 的 な 観光 
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地 と し て 広く 知ら れ た 江 
ソック ワン 

区 、 釈 王寺 地区 

光 コ ー ス で 結ば れ て いま す 。 


、 ウ ルリ ム の 洋 } 


原 道 の 通 川 地 区 、 
凶 区 な ど と 1 本 の 観 


金剛 山地 


元 山 一 金剛 山地 区 を 世界 的 な 観光 地 と し て 開発 


する 国家 の 政策 に より 、 元 山 一 金剛 山地 区 総計 画 が 


作成 され て いま 


平壌 か ら 元 


6 


陸生 列 


EE また は 平壌 一 元 山間 観 
光 道 路 を バス で 行く こと が で きま す 。 


50. 馬 息 嶺 ス キー 場 は どん な 観光 対象 で すか ? 


光 地 で す 。 


馬 息 鶴 ス キー 場 は 、 総 合 的 な スキ ー・ 


スポ ー ツ 和 観 


2013 年 12 月 に オー プン し た 馬 息 領 ス キー 場 は 、 ス 


キー 走路 の 数 (0) と 延長 


持っ て いま す 。 


に お いて 世界 的 な 規模 を 


スキ ー 走 路 の 幅 は 40 て 120m、 走 路 


頂点 の 高 さ は 1369m で す 。 
技量 に か か わり な く 誰 も が スキ ー を 楽し め る 


よう 、 初 級 、: 


に 屋外 スケ ー 


そり の 走路 も 具備 し て い 


な く 、 年 中 利 
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級 、 高 級 ス キー 走路 が あり 、 ほ か 


ト 場 、 雪 上 遊戯 場 、 児 童 ス ケー ト 場 、 
E す 。 ま た 、 冬 李 の み で 
1H で きる よう 、 山 岳 自 転 車 走路 、 騎 


馬 走 路 な どの 施設 も あり ます 。 

スキ ー 走 路 の 頂点 へ 意 り 降り する ロー プ ウ ェ エー、 
へ リ 発 着 場 な どの サー ビス 施設 も あり ます 。 

スキ ー 場 に は 山中 の 趣 を 生か し た 近代 的 な 馬 候 
領 ホ テル 、 多 様 な スキ ー サ ービス 及び 宿所 施設 も 完 
備 さ れ て いま す 。 


Cl 


51. 松 涯 園 は どん な 名 勝 で すか ? 

松 涯 園 は 元 山 市 中 心 部 の 北西 方 向 3 km の 海辺 に 
広がる 名 勝 で す 。 

松 涯 園 の 名 は 文字 通り 、 高 所 か ら 全 賊 する と 、 松 
林 の 模 が あたかも 波 を 打っ て いる か の よう だ と し 
て 付け られ た も の で す 。 

松 涯 園 は 清く 青い 朝鮮 東海 の 海原 と 岸辺 に どこ 
まで も 伸び る 砂浜 、 砂 浜 に 沿っ て 茂る 松林 、 点 々 と 
咲く 海 党 の 花 が 調和 し て 一 幅 の 絵画 を 思わ せる 東 
海 の 名 勝 で す 。 
松浪 園 は 広大 な 遊園 地 で 、 そ こ に は 海水 浴場 区 域 、 
長 徳山 遊覧 区 域 、 遊 覧 式 公園 区 域 、 松 林 区 域 な ど 
10 余 の 名 勝 区 域 が あり ます 。 


52. 侍 中 湖 は どん な 観光 対象 で すか ? 

等 中 湖 は 、 元 山 一 金剛 山 コー ス 上 の 海辺 に ある 
湖 で 、 海 観光 、 湖 観光 、 治 療 観光 を 同時 に 楽し め る 
理想 的 な 観光 地 で す 。 

侍 中 湖 は も と 、 朝 鮮 東 海 に 面 する 小 湾 で し た が 、 
流砂 の 堆積 で 海 か ら 切 り 離 され て 出来 た 秀 慌 な 海 
跡 湖 で 、 天 然 記念 物 に 登録 され て いま す 。 

湖 中 に 七 つ の 小島 が あり 、 湖 底 に は 4 て 5m の 厚 
さ で 上 質 の 治療 用 へ ドロ が 広がっ て いま す 。 

へ ドロ に は 硫化 鉄 、 カ ル シ ウ ム 塩 、 マ グ ネ シウム 、 
結 草 水 化物 な ど が 含ま れ て お り 、 神 経 系 統 と 消火 器 
疾病 、 婦 人 病 、 気 管 支 炎 、 皮 膚 性 炎 な どの 治療 に 特 
効 が あり ます 。 

当地 に は 、 ヘ ドロ 治療 用 サナ トリ ウム と 休養 所 が 
あり ます 。 

侍 中 湖 の 海 側 に は 朝鮮 東海 岸 の 白い 砂原 が 美 し 
く 広 が り 、 海 水浴 場 と し て 理想 的 な 地帯 で す 。 


53. 朝鮮 西海 の 沿岸 に は どん な 観光 都市 が ある 
の で すか ? 
朝鮮 西海 沿岸 の 主要 観光 都市 は 、 新 義 州 市 と 
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南浦 市 で す 。 
AM は 国境 関門 都市 で 、 朝 押 の 北西 部 鴨 緑 江 
下流 地域 に 位置 し 、 中 国 凡 東 市 と 橋 を 一 つ 隔 て て 
0 NM 
市 内 に は 近代 的 な 機械 工業 、 化 学 工業 、 軽 工業 な 
どの 工場 や 科学 ・ 教 育 ・ 文 化 施設 、 そ れ に 歴史 遺跡 
な ど が あり ます 。 
平壌 か ら 新義 州 ま で の 距離 は 約 230km で す 。 
南浦 市 は 朝鮮 西部 大 同 江 の 下 流 地域 に 位置 する 
港湾 都市 で す 。 二 
この 地区 に は 、 玖 生 島 な どの 名 勝 、 江 西 3 墓 な ど 
の 遺跡 、 西 海 賠 門 、 工 場 、 農 場 な ど 多 く の 和 観光 対象 
が あり ます 。 
当地 区 は 、 有 名 な 江西 ネネ ラル ウォ ー タ ー と 新 箱 
山浦 水 の 原 産地 で す 。 
平壌 か ら 南 浦 ま で の 距離 は 55km で す 。 


【 


漠 


54. 西海 賠 門 は どん な 記念 碑 的 建造 物 で すか ? 
m 海 賠 門 は 大 同 江 河 口 の 外海 を 横切っ て 構築 さ 
れ た 長 さ 8km も の 巨大 な 建造 物 で 、1981 年 か ら 1986 
年 まで の わずか 5 年 で 建設 され まし た 。 
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開門 に は 2000 ト ン か ら 5 万 トン まで の 船舶 が 通 
週 し うる 三 つ の 間 室 が あり 、 病 門 の 上 側 に は 鉄道 、 
車道 、 歩 道 が 通っ て いま す 。 

開門 の 完成 で 、 西 海 地区 農耕 地 の 溢 用 水 と 工業 
地帯 の 工業 用 水 、 住 民 地 帯 の 飲料 水 問題 が 完全 に 解 
決 さ れ ま し た 。 
また 、 船 舶 の 通過 能力 が 高まり 、 大 同 江 下 流 の 交 
通 問題 も スム ー ズ に 解決 され まし た 。 開門 の 建設 前 
は 南浦 か ら 対 岸 の 役 票 まで 行き 来 す る の に 200km 
を 培 回 せ ざ る を 得 ま せん で し た が 、 現 在 で は 8km に 
短縮 され て いる の で す 。 

それ に 、 大 同 江 下 流 の 風致 は 以前 に まし て 一 層 美 
じ ぐ な り ま し た 。 


* 生 


55. 南浦 地区 に ある 壁画 古墳 は どん な も の で すか ? 
南浦 地区 に は 、 ユネ スコ に 世界 文化 遺産 こし て 傘 
録 さ れ た 江西 13 革 と 徳 興 里 壁 両 占 墳 が あり ます 。 
江西 区 域 三 糞 早 に こ あ る 江西 3 墓 は 、 7 世紀 中 葉 に 
造営 され た 高 名 羽 壁 画 古墳 で す 。 
これ ら 3 墓 は 、 今 日 まで 朝鮮 で 知ら れ た 100 余 の 
高 句 豚 壁 画 古 墳 の うち 最も すぐ れ た 壁画 で ある 4 
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神 図 (白虎 、 朱 雀 、 玄 武 、 青龍) が ある こと で 名 声 を 


馳せ て いま す 。 中 で も 白虎 の 図 は 世界 名 画 の 一 つ に 


数 えら れ て いま す 。 


江西 区 域 徳 興 里 の 徳 興 里 壁 画 古 墳 は 、 高 句 肌 第 24 


代 広 開 土 王 の 時 代 (408 年 ) に 造 


営 さ れ た 墓 で す 。 


古墳 内 に は 募 の 年 代 を 推定 する に 足る 600 余 の 文 


字 が 書か れ て お り 、 強 盛 国 高句麗 の 様相 を し の ば せ 


る 幾つ も の 壁画 が 残さ れ て い 
墓 の 主人 公 が 生前 管 下 13 郡 


E す 。 
の 各 太 守 に 接見 し て 


いる 壁画 、 武 士 た ら の 璧 画 、 高 句 懇 貴 族 の 生活 を 見 


せる 克 画 な ど が そこ に 見 られ 


E す 。 


56. 平壌 ゴル フ 場 は どん な 名 所 で すか ? 
風致 秀 豚 な 台 ム 城 湖畔 に 広がる 平壌 ゴル フ 場 は 、 お 


よそ 120 万 可 の 敷 地面 積 を 占め 


て いま す 。 


ゴル フ 場 は 18 の ホー ル を 持ち 、 そ れ ら の ホー ル は 


2 谷 つ て 次 々 に 連結 され て v 


\ ま す 。 


に 100 人 余り が 競技 を 楽し め る よう 機材 が 準備 


サー ビス 係 も 常時 待機 し て いま す 。 


建物 内 に は 、 飲 食 店 、 商 店 、 
が 完備 し て いま す 。 
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サウ ナ 、 休 憩 室 な ど 


それ に 、 平 壌 青春 通り 西山 ホテ ル の か た わら に は 
30 の ティ ー を 持つ 平壌 ゴル フ 練 習 場 が あり ます 。 こ 

こ は 、 ゴ ルフ の 練習 を し た い 人 や ゴル フ 場 へ 行っ て 
時 間 を 過ごす だ け の ゆとり の な い 愛 好 者 に と っ て 
格好 な 場所 で す 。 


57. 成 興 で の 観光 対象 に は どん な も の が ある の 
で すか ? 

朝鮮 東海 の 成 興 湾岸 に 位置 する 成 興 市 は 、 朝 鮮 の 

大 工業 都市 ・ 港 湾 都 市 で す 。 
市 内 に 大 規模 の 化学 ・ 機 械 ・ 編 織 工 場 が あり 、 興 

南港 も 控え て いま す 。 

高 雇 時 代 (918…1392) の 城 で ある 成 興 城 、 朝 

鮮 封建 王朝 時 代 (1392 て 1910) の 成 鐘 道 菩 党 

の 庁舎 で あっ た 宣 化 堂 . 歴 更 上 朝鮮 有数 の 寺 

利 の 一 つ で あっ た 梁 果 寺 、2000 余 年 の 樹齢 

を 持つ 銀杏 な ど 多 く の 歴 史 遺 跡 や 天然 記念 物 

が あり ます 。 了 二 

清く 青い 朝鮮 東海 岸 の 自 い 砂 浜 に は 麻 田 遊園 地 

が あり ます 。 

麻田 海水 浴場 は 遠浅 な が ら も 水 が 清く 澄ん で お り 、 
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砂浜 は 雪 の よう な 白 さ で 、50 て 100m の 幅 で 広がっ て 
いま す 。 平壌 か ら 成 興 ま で の 距離 は 300 余 km で す 。 


58. 


朝鮮 の 観光 テー マ に は どん な も の が ある の 
で すか ? 


朝鮮 で は 、 登 山 観 光 、 飛 行 機 愛好 家 観 光 、 列 車 観 


ゝ | レノ 
ヽ 


建築 観光 、 ス ポー ツ 観 光 、 実 業 観光 、 テ コン ド 


ーー 観光 な ど 多 様 な テー マ の 観光 が 開発 され 、 観 光 内 
容 も 豊富 の 一 途 を た どっ て いま す 。 


沙 里 院 市 の 民俗 通り と 開城 の 歴史 遺跡 な どの 


、 朝鮮 民族 飲食 物 の 試食 、 朝鮮 民俗 風習 の 見 


ブロ 


聞 な どか ら な る 文化 観光 、 有 名 な 温泉 地区 に お け 
る 温泉 観光 、 製 作 年 代 と 使用 期間 の 長い 多様 な 機 
種 の 飛行 機 見 学 と 撮影 、 飛 行 機 乗り な どの 飛行 機 


愛好 家 観 光 、 妙 香山 や 金剛 山 な ど 名 山 に 合 り 、 テ 
ント を 張っ て 休み 、 自 炊 を する 登山 観光 な どの 人 
気 も 高い で す 。 

それ に 、 高 さ 数 m も の 波 に 乗っ て 勇敢 な 意気 
と 才能 を 存 分 に 発揮 し て 楽し むせ サー フィ ン 観 光 、 


朝 信 
、 ホ ッ ケ ー、 サ ッッ カー など さ ま ざ ま の 種目 の 


ーー 


E の スポ ー ツ マン に 混じっ て マラ ソン 、 ス キ 
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競技 を 楽し む ス ポー ツ 和 観光 も スポ ー ツ 愛好 家 た 
ちの 大 き な 関 心 を 呼ん で いま す 。 

生産 的 な 観光 を 希望 する 人 た ち 、 つ まり 朝鮮 で の 
投資 、 合 弁 ・ 合 作 を 希望 する 人 た ち に 対し て は 、 必 
要 な 面談 、 投 資 対象 の 見 学 、 説 明 会 な どの 韓 旋 を 通 
し た 実業 観光 も 活発 に 実施 され て いま す 。 


59. 朝鮮 に は どん な 観光 サー ビス 機関 が ある の 
で すか ? 

朝鮮 に は 、 国 家 和 観光 総局 、 朝 鮮 国 際 旅 行 社 、 朝 鮮 
国際 青少年 旅行 社 、 朝 鮮 国際 スポ ー ツ 旅行 社 、 朝 鮮 
国際 テコン ドー 旅行 社 、 白 頭山 旅行 社 、 妙 香山 旅行 
社 、 七 宝山 旅行 社 、 元 山 旅行 社 、 維 先 国際 旅行 社 そ 
の 他 多 く の 旅行 社 が あり ます 。 
朝鮮 民主 主義 人 民 共和 国 国家 観光 総局 は 、 国 の 観光 
事業 を 統一 的 に 指導 ・ 管 理 す る 国家 観光 管理 機関 で す 。 
朝鮮 国際 旅行 社 は 、1953 年 8 月 に 創立 され た 、 朝 
鮮 最大 の 国際 旅行 社 で す 。 

中 国 、 ロ シア 、 東 南ア ジア 、 ヨ ー ロ ッ パ な ど 世 界 
の 各地 か ら 観 光 客 を 受け 入れ 、 多 様 な スケ ジュ ー ル 
の 観光 サー ビス が 提供 され て いま す 。 一般 的 な 見 
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学 ・ 遊 覧 観光 の ほか に 、 文 化 観 光 、 ス ポー ツ 和 観光 、 
生態 観光 な どき ま ざ ま の 専門 テ マ 観 光 ス ケ ジ ュ 
ー ル も 組ま れ て いま す 。 
日 本 語 、 英 語 、 中 国語 、 ロ シア 語 、 ド イツ 語 、 ス 
ペ ベイン 語 、 フ ラン ス 語 な ど 多 様 な 外国 語 を も っ て ハ 
イレ ベル の 通訳 を 行う ガイ ド と 近代 的 な 観光 運輸 
手段 、 観 光 客 用 の 民族 料理 レス トラ ン 、 土 産物 売り 
場 な ども 準備 され て いま す 。 
中 国 の 北京 、 上 海 、 凡 東 、 延 吉 、 沙 陽 、 集 安 、 ロ 
シナ の 70 ログ スグ 、 ド イツ の の ルリ ン 、Y ツ アー シ 
ア の クア ラル ンプ ー ル に 観光 事務 所 が 設け られ て 
ます 


き 人 


60. 朝鮮 観光 の スケ ジュ ー ル は どう 組ま れ て 

いる の で すか ? 
朝鮮 観光 の 代表 的 な か スケ ジュ ー ル は 3 泊 4 日 ( 平 
壌 、 開城 、 妙 香山 )、5 泊 6 日 (平壌 、 開城 、 妙 
硝 


南浦 、 九 月 山 )、7 泊 8 日 (平壌 、 開 城 、 妙 
浦 、 元 山 、 金剛 山 ) 、 12 泊 13 日 (平壌 、 開城 、 妙 香 山 、 
白頭 山 、 七 宝山 、 成 興 、 南 浦 、 元 山 、 金 剛 山 ) な ど 
の スケ ジュ ー ル で す 。 


観光 地 を 世界 的 な レベ ル に 整備 し 、 各 観光 地 を 結 
び 合 わせ る 新 形 式 の 観光 スケ ジュ ー ル の 開発 も 積 
極 的 に 進め られ て いま す 。 


61. 朝鮮 観光 の 展望 は どう で すか ? 

朝鮮 は 、 観 光 業 の 振興 を 経済 強国 づく り と 人 民 4 
活 の 向上 を 図る 主要 部 門 の 一 つと し て 重視 し 、 観 メ 
業 へ の 国家 的 な 関心 の も と 、 和 観光 地 と 観光 土産 物 の 
新た な 開発 も 積極 的 に 進め て いま す 。 2 
元 山 一 金 間 山 国際 観光 地帯 、 平安 北道 青 水 観光 
開発 区 、 黄 海 北道 新 坪 観光 開発 区 、 成 鏡 北 道 租 
城島 観光 開発 区 その 他 の 新 観光 地 の 開発 も 進ん で 
いま す 。 
ホテ ル の 改装 ・ 新 築 、 観 光 道路 、 サ ービス 施設 の 
建設 な ど 和 観光 イン フラ の 完備 、 新 海 ・ 空 路 の 開設 な 
ども 活発 に 進み 、 近 代 的 運輸 手段 に よる 運輸 サー ビ 
ス と ホテ ル サ ー ビ ス の 改善 対策 も 積極 的 に 講じ て 
お り 、 平 壌 観光 大 学 と 諸 大 学 に お ける 観光 専門 家 の 
養成 に も 大 き な 力 を 入れ て いま す 。 
共和 国政 府 は 、 善 意 を も っ て 朝鮮 観光 を 望む ゅ 人 た 
ち を 歓迎 し 、 和 観光 地 と 観光 イン フラ 建設 へ の 外国 人 
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[【 


F ト 


投資 を 積極 的 に 受け 入れ て いま す 。 


62. 朝鮮 へ の 投資 に は 
朝鮮 へ の 投資 は 、 一 
り 、 析 珠 経済 地帯 な ど 


どん な 形式 が ある の で すか ? 
般 的 に は 合弁 ・ 合 作 方 式 が あ 
決め られ た 地域 で 単 狐 形式 で 


行う 方 式 も あり 、 ま た 補填 投資 、BOT 方 式 で も 行え 


ます 。 
当該 法 に 基づき 、 外 
企業 、 団 体 な ど と 、 当 


業 を つく り 、 運 営 す る こ 


朝鮮 に お ける 合 借 


能 で す 。 
朝鮮 は 特に 、 イ ン フ 


国 の 法人 や 個人 は 朝鮮 の 機関 、 
当該 朝鮮 領域 内 で 合弁 ・ 合 作 企 
と が で きま す 。 


・ 合 作 企業 は 、 輸 出 可 能 製品 、 
先進 技術 に よる 製品 の 生産 部 門 で 起こ すこ と を 基 
本 と し な が ら も 、 和 観光 ・ 


サー ビス 部 門 で の 起業 も 可 


ラ 建 設 用 の 近代 的 設備 と 先端 


技術 の 提供 な ら び に 国際 市 場 で の 競争 力 の 高い 製 


品 生産 部 門 へ の 投資 を 


奨励 し て いま す 。 


63. 朝鮮 に お ける 投資 環境 は どう な っ て いる の 


で すか ? 
世界 各国 と の 経済 協 


力 関係 の 推進 は 、 朝 鮮 民主 主 
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義人 民 共 和 国 政府 の 一 貫 し た 政策 で す 。 

朝鮮 に は 、 外 国人 の 投資 に 有利 な 政治 的 環境 、 法 
的 環境 、 経 済 的 環境 、 社 会 ・ 文 化 的 環境 が 十分 に 
整っ て いま す 。 


pm) 


64. 朝鮮 に お ける 投資 の 法律 的 環境 は どう な っ て 
いる の で すか ? 

朝鮮 に は 外国 人 投資 家 の 合法 的 な 権利 ・ 利 益 を 守 
る 法律 的 基 胡 が 十分 に 備わっ て いま す 。 

朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 社会 主義 憲法 第 2 章 第 
37 条 に は 、「 国 家 は 、 わ が 国 の 機関 、 企 業 、 団 体 と 
外国 の 法人 また は 個人 と の 合弁 と 合作 、 特 別 経済 地 
帯 に お ける 各種 企業 の 創設 、 運 営 を 奨励 する 」 と 明 
され て いま す 。 

政府 は 、1984 年 、 合 弁 法 を 制定 し 、 合 弁 方 式 に よ 
る 外国 人 の 直接 投資 を 許容 し まし た 。 

1990 年 代 に は 、 外 国人 投資 法 、 外 国人 企業 法 、 合 
作法 な ど 20 余 の 外国 人 投資 関係 法 及び 規定 を 新た 
に 制定 な いし 修正 ・ 補 足 し 、 外 国人 投資 家 の た め の 
法律 的 基盤 を 基本 的 に 整え ま し た 。 

多く の 国 と 双 務 的 な 投資 奨励 及び 保護 に 関す る 
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ゴ [ 


中 


協定 と 所 得 に 対す る 2 


こと で 、 外 


国人 の 投資 を 奨 


課 税 防止 協定 な ど を 結ぶ 


励 し 、 投 資 家 の 財産 と 利 


益 を 保護 する た め の 政 府 間 担 保 も 設け まし た 。 


朝鮮 で は 


、 外 国人 投資 家 


投資 手続 き 
的 に 進め て 


の 科 素 化 を 図る 
いま す 。 


の 企業 活動 条件 を 改善 し 、 
法規 の 修正 ・ 補 足 を 持続 


65. 朝鮮 の 特殊 経済 地帯 法 体系 は どう な っ て 
いる の で すか ? 
朝鮮 で は 、 対 外 経済 関係 の 発展 上 特殊 経済 地帯 の 


呈 め る 位置 


と 役割 に 重要 な 


意義 を 付与 し て 、 維 2 


済 信 易 地 革 
国際 観光 特 


ファ ング ム ピ ビョン 


イ ファ 


と 黄金 坪 ・ 威 化 島 経済 地帯 、 金 剛 山 


区 な どの 特殊 経 


済 地 帯 を 設け 、 続 け て 平 


安 北道 新義 州 市 の 一 部 地域 を 特殊 経済 地帯 と し 、 さ 


ら に 20 余 の 新 経済 開発 


ま す 。 
その うえ 


保 す る 法 的 措置 を 新た に 講じ し 、 あ る い は 発展 する 現 
実 の 要請 に 即 し て 修正 ・ 太 


で 、 特 殊 経済 地 


め て いま す 。 
朝鮮 の 特殊 経済 地帯 法 体系 は 、 国 内 法 体 系 と 国際 


55 


ヅ 足 する 活動 も 本 格 的 に 進 


区 を 設け る 措置 を 講じ て い 


帯 の 開発 と 管理 運営 を 担 


法 体系 か ら な っ て いま す 。 


66. 朝鮮 の 特殊 経済 地帯 関連 法 に は どん な 法律 
が ある の で すか ? 

朝鮮 の 特殊 経済 地帯 関連 法 に は 、 和 先 経済 質 易 地 
帯 法 、 黄 金 坪 ・ 人 
特区 法 、 経 済 開発 区 法 が あり ます 。 
維 先 経済 質 易 地帯 法 は 、 和 先 経済 錦 易 地帯 を 国際 
的 な 中 継 輸送 ・ 貿 易 及 び 投 資 ・ 金 融 ・ 観 光 ・ サ ー ビ 
ス 地 域 と し て 開発 する こと を 目的 に し 、1993 年 に 制 
定 さ れ ま し た 。 

黄金 坪 ・ 威 化 島 経済 地帯 法 は 、 朝 鮮 と 中 国 と の 間 
を 流れ る 際 緑 江 下 流 の 黄金 坪 ・ 威 化 島 地区 を IT 産 
業 ・ 軽 工業 ・ 農 業 ・ 商 業 ・ 観 光 地域 と し て 開発 する 
こと を 目的 に し て 、2011 年 に 採択 され まし た 。 
金剛 山国 際 和 観光 特区 法 は 、 金 剛 山 を 世界 的 な 観光 
特区 と し て 開発 する こと を 目的 に し 、2011 年 5 月 に 
採 され まし た 。 

経済 開発 区 法 は 、 各 道 に 経済 開発 区 を 設け 、 そ れ 
を 対外 経済 協力 ・ 交 流 を 図り 、 国 家 経 済 の 振興 に 役 
立た せる 地域 的 拠点 と し て 開発 する こと を 目的 と 
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し 、2013 年 5 月 に 制定 され まし た 。 


67. 朝鮮 の 経済 的 環境 は どう な っ て いる の で すか ? 
朝鮮 は 、 金 属 、 採 取 、 機 械 、 電 子 、 船 舶 建 造 、 建 
材 な どの 重工 業 と 食品 加工 、 紡 織 、 被 服 、 履 物 な ど 
の 軽工業 、 そ れ に 農業 、 水 産業 、 林 業 な ど 経 済 の 全 
般 的 部 門 が 比較 的 に 調和 よく 発達 し て いる 多角 的 
な 経済 土台 と 潜在 力 を 有 し て いま す 。 

国家 は 人 民 経 済 全 般 を 活性 化し 、 経 済 部 門間 の バ 
ラン ス を と っ て 、 国 の 経済 を 持続 的 に 発展 させ る た 
め の 土 台 を 築く と いう 国家 経済 発展 5 カ年 戦略 目 
標 を 打ち 出し 、 経 済 の 発展 に 大 き な 力 を 入れ て お り 、 
な か ん ずく 電力 、 石 炭 、 金 属 工業 、 鉄 道 輸 送 の 発展 
に 第 一 の 関心 を 払っ て いま す 。 

国内 に 豊富 な 資源 に 依拠 し て 電力 ・ 燃 料 工業 が 進 
展 し 、 国 内 の 鉱物 資源 に 基づく 金属 工業 が 発達 し て 
いま す 。 


68. 朝鮮 で の 企業 活動 を 支え る イン フラ は どう 
具備 され て いる の で すか ? 
朝鮮 は 、 電 力 、 給 水 、 道 路 、 鉄 道 、 港 湾 、 夢 信 な 
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ど 国 内 外 の 交通 ・ 通 信 を 円 滑 に 保障 し 、 企 業 活動 を 
支え る か な り 進 ん だ イン フラ を 遇 備 し て いま す 。 


69. 朝鮮 の 労働 力 状況 よさ どう で すか ? 
朝鮮 で は 、1972 年 か ら 全 般 的 11 年 制 義 務 教 育 が 実 
施さ れ 、2012 年 9 月 に は 全般 的 12 年 制 義務 教育 の 実 
NIC 還る 明太 際 の 訟 舎 が 革 布 され まし < 
朝鮮 で は 誰 も が 5 歳 か ら 17 歳 まで 、1 年 制 就学 
教育 、5 年 制 小学 校 、 3 年 制 初級 中 学校 、 居 
級 中 学校 の 課程 を 通し て 高い レベ ル の 中 等 一 般 教 
育 を 受け て か ら 労 働 生 活 に 従事 し て いま す 。 
それ ゆえ 、 朝 鮮 の 労働 力 の 質 は きわ め て 高い レベ 
に あり 、 ど の よう な 職種 に も 直ちに 適応 で きる 能 
カカ を 身 に つけ て いま す 。 


評 


学 


70. 朝鮮 に お いて 企業 管理 員 及 び 技 術 者 の 水準 
は どう で すか ? 

朝鮮 に は 、 さ ま ざ ま の 経済 部 門 に お いて 外国 人 投 

資 家 と 協力 し うる 有 能 な 企業 管理 員 や 技術 者 が 存 

在 し て いま す 。 特に 、 IT 産業 に 携 わ れる 専門 家 が 多 

く 養 成 さ れ て いま す 。 
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71. 朝鮮 の 世界 消費 市 場 へ の 接近 は どの 程度 
で すか ? 

朝鮮 は 中 国 、 ロ シア 、 日 本 な ど 世 界 的 な 巨大 消費 
場 を 持つ 国 の 中 心 部 に 位置 し て いま す 。 つ まり 半 
1000km 内 に 6 億 の 人 口 が 、 半 径 2000km 内 に は 15 億 
人 口 が 弥 集 す る 消費 市 場 を 控え て お り 、 国 内 で も 
民生 活 レ ベル の 向上 に 伴い 、 消 費 需 要 は 年 々 増大 
じ で いま すう 


ヶ と S 貢 半 


72. 朝鮮 で は 外国 人 投資 企業 に 適用 され る 税金 
の 種類 と 税率 は どれ ほど で すか ? 

朝鮮 に お いて 外国 人 投資 企業 に 適用 され て いる 
企業 所 得 税 そ の 他 の 税率 は 非常 に 低く 、 税 金 の 種類 
も あま り 多 く な い の で 、 企 業 の 税 負 担 は 少な いで す 。 

外国 人 投資 企業 へ の 課税 は 、 企業 所 得 税 、 取引 税 、 
営業 税 、 財 産 税 、 資 源 税 、 都 市 運営 税 、 自 動車 利用 
税 な ど で す 。 

一 般 的 な 外国 人 投資 企業 の 企業 所 得 税率 は 、 決 算 
利潤 の 25% で す が 、 特 殊 経済 地帯 で は 149% で す 。 
先端 技術 部 門 、 イン フラ 建設 部 門 、 科学 研究 部 門 な 
ど 奨 励 部 門 の 企業 所 得 税率 は 、 決 算 利潤 の 109% で す 。 
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特別 に 優待 し て いる イン フラ 開発 企業 の 財産 と 
イン フラ 建設 、 公 共 施 設 の 運営 に は 課税 され ず 、 和 観 
光 業 、 ホ テル 業 な ど 収 益 性 の 高い 対象 の 経営 権 取得 
に も 優先 権 が 与え られ て いま す 。 

朝鮮 は 、 外 国人 投資 家 に 対す る 課税 上 有利 な 環境 
を 造成 すべ く 、 各 国政 府 と の 協定 を 通 し て 、 所 得 に 
対す る 2 重 課税 を 防い で いま す 。 


73. 朝鮮 に お ける 投資 及び 経営 活動 の 奨励 措置 
に は どん な も の が ある の で すか ? 

朝鮮 に お ける 投資 及び 経営 活動 の 奨励 措置 に 
は 、 出資 比率 と 独自 の 輸出 入 権限 、 経営 活動 の 独 
自 性 、 外 貨 の 取り 扱い 権限 、 外 貨 の 送金 許容 な ど 
が あり ます 。 
朝鮮 で は 、 特 殊 経 済 地帯 及び その 他 の 定め られ 
た 地域 に お いて は 、 外 国人 投資 家 が 100% 出 資す 
る 企業 の 創設 を 許し て お り 、 す べ て の 地域 に お い 
て 創業 を 許さ れ た 合弁 ・ 合 作 企業 に 対す る 外国 人 
投資 家 の 出 資 比率 を 制限 せ ず 、 そ の 比率 は 国内 企 
業 と 外国 人 投資 家 の 話し 合い に よっ て 決定 する 
よう に され て いま す 。 
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外国 


料 ・ 資 材 の 投資 バ 


人 投資 企業 は 企業 設 


設備 、 原 


ノ 


名 義 で 独 


に 行 


時 に 輸出 入 調 
だ け を 行い ま 


外 


国人 投資 


す 。 


全 業 


, び に 経営 段階 で の 4 
・ 資 材 の 輸入 と 4 


を 受け る こと な く 、 拉 


は 、 


が で 
外 


ー 
\ー 


奏 ( 


き 、 法 律 
国人 投資 企業 は 、 
貨 日 座 を 設け て 企業 の 経営 で 得 た 外貨 収入 金 を 自 
囚 有 する こと が で き 、 外 


ヒラ に 


EE 産品 の 


朋 [ 
うこ と が で き 、 物 資 の 輸 


邊 ら の 経営 法 を 決定 する こと 
に 基づい て 企業 経営 を 独自 に 行え ます 。 


国内 外 


国 為替 銀行 に 自 


設備 や 経営 


] 備 


ロ 


に 際 し 、 ま た 、 


きま ます: 


74. 


HH ヽ 


企業 の 解散 時 に 外貨 を E 


己 の 外 


国 か ら 持 ち 込 む 
原料 ・ 資 材 の 輸入 と 利潤 の 分 配 


由 に 送金 で 


朝鮮 に お ける 投資 の 許容 及び 奨励 ・ 制 限 ・ 


禁止 対象 に は どん な も の が 含ま れ て いる 
の で すか ? 


朝 久 


まで は 、 科 学研 究 及 び 新 技術 の 開発 対象 、 先 


エロ 


品 
トラ 


技術 な ど 現 代 技術 の 導入 対象 、 イ ン フ ラ 開 発 対象 、 


国 


際 市 場 で の 競争 力 の 高い 製品 の 4 
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E 産 対象 、 地 下 資 


源 な どの 資源 を 二 次 、 三 次 加工 する 対象 へ の 投資 を 
特別 に 奨励 し て いま す 。 
この よう な 対象 を 起業 し た 外国 人 投資 企業 は 
業 所 得 税 の 適用 と 土地 の 利用 、 DE 
種々 の 特恵 条件 が 保障 され て いま す 。 
設備 と 生産 工程 が 現代 科学 技術 か ら 後 れ て いる 
対象 、 商 店 、 レ スト ラン な ど サ ービス 部 門 の 対象 、 
従 服 の 加工 な ど 労 働 力 を 売る 対象 へ の 投資 は 制限 
し 、 国 家 の 安 全 と 利益 に 損害 を 与え る 対象 、 環 境 保 
護 基準 を 越え る 対象 、 人 体 及 び 動 植物 の 発育 を 阻害 
する 対象 、 地 下 資源 な どの 一 次 産品 を 輸出 する 目的 
で 投資 する 対象 は 禁止 し て いま 


75. 朝鮮 の 特殊 経済 地帯 に は どん な も の が ある 
の で すか ? 

朝鮮 に は 現在 、 維 先 経済 錦 易 地帯 と 黄金 坪 ・ 威 化 

島 経済 地帯 、 金 剛 山 国際 観光 特区 を 含む 元 山 一 金剛 

国際 観光 地帯 、 新 義 州 国際 経済 地帯 な ど 幾 つか の 

央 クラ ス 経 済 開発 区 と 鴨 緑 江 経 済 開発 区 な ど 10 

余 の 地方 クラ ス 経 済 開発 区 が あり ます 。 


で 


「 
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76. 維 先 経 済 質 易 地帯 は どん な 地帯 で すか ? 
維 先 経済 鋼 易 地帯 は 、 朝 鮮 で 最初 に 創設 され た 特 
殊 経 済 地 帯 で す 。 
国 の 最 北端 に 位置 する 維 先 地帯 よ 、 朝鮮 、 ロ シア 、 
国 の 3 国 が 接し て いる 豆 満 江 下 流 の デル タ 地 和 帯 
に ある こと か らし て 、 東 北ア ジア を は じ め ヨ ー ロ ッ 
パ 、 日 本 、 ア メリ カ を 結ぶ 戦略 的 要衝 で す 。 
本 か ら ス エズ 運河 を 経て ヨー ロッ パ ヘ 物資 を 
輸送 する 場合 より も 、 維 先 地帯 を 経て ロン シア の シベ 
リア 横断 鉄道 を 利用 する 場合 の 輸送 期日 は 15 て 17 
日 短い で す 。 
こう し て 、1980 年 代 未 か ら 、 諸 国 の 専門 家 は この } 
帯 を 「 ゴ ー ル デン ・ デ ル タ 」 と 呼ん で 、 豆 満 江 経 済 地 旭 
の 創設 構想 が 生ま れ 、 共和 国政 府 は 、 これ を 是 と し て 、 
1991 年 12 月 2 の 創設 を 宣言 し まし た 。 
維 先 経済 質 易 地帯 の 創設 に より 、 ア ジア 太平 洋 地 
域 諸国 間 の 経済 ・ 貿 易 ・ 0 交流 
の 拡大 を 図る 有利 な 条件 が 整い ま し た 。 


[ 寺 


甘 


77. 黄金 坪 ・ 威 化 島 経済 地帯 は どん な 地帯 で すか ? 
黄金 坪 ・ 威 化 島 経済 地帯 は 、 朝 鮮 と 中 国 の 国境 を 
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画す る 鴨 緑 江 下 流 の 中 州 黄金 坪 と 威 化 島 を 含む 地 
区 に 造成 され た 特殊 経済 地帯 で す 。 黄 金 坪 地 区 の 面 
積 は 約 14. 5kW、 威 化 島 地区 の 面積 は 約 40kW で す 。 
黄金 坪 ・ 威 化 島 地帯 は 、 朝 鮮 と 中 国 の 経済 貿易 交 
流 で 基本 的 な 役割 を 果たす 新義 州 一 丹 東国 境 通 過 
地点 を 通し て 、 海 路 は アジ ア 太 平 洋 地域 、 陸 路 は 
国 の 内 陸地 域 と つなが り 、 鉄 道 は 中 国 満 洲 里 を 経て 
ロン ア と ヨー ロッ パ に 向かっ て いま す 。 
共和 国政 府 は 、 こ の 地帯 の 地政 学 的 有利 性 に 着 
し 、 当 地帯 の 開発 を 通し て 、 中 国 と 東北 アジ ア 、 
ひい て は 世界 の 国々 と の 経済 貿易 関係 を 拡大 すべ 
く 、2010 年 6 月 、 黄 金 坪 ・ 威 化 島 経済 地帯 を 創設 
ピピ また 。 

黄金 坪 ・ 威 化 島 経 済 地帯 は 、 情 報 産業 ・ 軽 工業 ・ 
農業 ・ 商 業 ・ 観 光 地域 と し て 開発 する こと を 目的 に 
で UN まお 


ェ ー 


78. 金剛 山国 際 観 光 特 区 は どん な 地帯 で すか ? 
金剛 山国 際 和 観光 特区 は 、2011 年 4 月 に 創設 され ま 


金剛 山国 際 観 光 特 区 は 、 朝 鮮 の 名 山 金剛 山 を 世界 
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的 な 観光 特区 と し て 開発 する こと を 


ます 。 


79. 朝鮮 に お ける 経済 開発 区 の 実態 は ど 


で すか ? 


朝鮮 


目 、 最 高 人 


民主 主義 人 
民 会 議 


民 共和 国政 府 は 、2013 年 5 月 
常任 委員 会 政令 第 3192 号 を も っ 


て 朝鮮 民主 主義 人 
公布 し 、 続 け て 2013 年 11 月 21 日 、 


三 ! 


任 委 


民 共 和 


済 開発 区 の 創 記 


経済 開発 区 を 創設 


区 する こと を 


設 を 追加 し まし た 。 


最高 人 


員 会 政令 第 3450 号 を も っ て 、 ま ず 8 道 ( 
宣布 し 、 さ ら に 


人 4 月 


白頭 山 一 帯 の 両 江 道 三池 湯 郡 ( 


に 茂 蜂 


を 設け る と の 員 


区 高 人 民 会 議 常任 委員 


じ ま : じ だ 。 


各 道 に 設け られ た 経 
地方 の 経済 ・ 技 術 的 基 


とっさ 


外 


まっ 


合 さ せ て 周辺 地 
国 と の 経済 ・ 
せる よう な 位置 を 選定 し 、 展 望 


済 開発 
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携 


を 強め 、 


国際 観光 特 
全 政 令 を 発 


29 


国 経済 開発 区 法 を 採択 ・ 
会 議 常 
こ 13 の 


経 


に は 、 


凶 


【 


区 は 、 寺 M 
E 盤 と 自然 地理 的 特性 ( 
と の 経済 的 連 
質 易 上 の 取り 引き と 輸送 を 伸 ば 
計画 を 立て て い 


剛 


80. 新 坪 観光 開発 区 は どん な 地帯 で すか ? 


新 坪 観光 開発 区 


定 面積 は 約 8. 1kmW 


で す 。 


は 、 黄 海 北道 新 坪 郡 に 位置 し 、 予 


当 開発 区 は 、 首 都 平壌 と 国際 観光 都市 を 志向 する 


江原 道 元 山 市 を 結ぶ 平壌 一 元 山間 観光 道路 の 中 間 
地点 に 位置 する の で 交通 の 便 が よい で す 。 


平壌 市 まで 約 120km、 元 山 港 まで ! 


は 約 75km で す 。 


黄海 北道 の 道 都 沙 里 院 市 まで は 約 142km、 新 坪 郡 新 


約 30km で す 。 
軸 江 と 落ち 合う 


て あり 、 開 発 区 } 


坪 邑 まで は 8km、 も より の 丁 論 駅 ( 新 渓 郡 ) ま で は 


ト フ ァ 川 下流 の 景勝 に は 平壌 一 
元 山間 観光 道路 上 の 途中 休息 場 が 立派 に 設け られ 


遊覧 地区 が あり 


開発 区 は 、 新 お 


E す 。 


h 域 と ト フ ァ 川 の 間 に 


は 道 営 の 名 勝 


『 金 剛 と 呼ば れる 名 勝 を ・ 探 勝 


SS 


め る 多角 的 な 観光 開発 区 の 造成 を 


指し て いま す 。 


-. 病 浦 経済 開発 区 は どん な 地帯 で すか ? 


1 
積 は 約 3 kW で す 。 


は 、 勾 江 道 首 満 浦 市 
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に 位置 し 、 面 


満 清 橋 頭 、 滑 原 橋 頭 、 中 江橋 頭 が 近く に あり 
9 国境 鉄道 駅 滴 消 駅 を 持ち 、 平 壌 一 満 消 線 、 満 
) 1 線 、 それ に 東 ・ 西 海 地区 を 結ぶ 鉄道 が あり 
ます 。 ま た 、 鴨 緑 江 対 岸 の 中 国吉 林 省 集 安 駅 は 、 通 
化 市 を 継 て 長春 市 と 結 ! ば れ て いま す 。 

将 子 江 発 電 所 、 満 浦 延 下 発電 所 が 付近 に あり 、 
豊富 な 鴨 緑 江 水 源 も あっ て 、 用 水 に 困る こと は あり 


開発 区 は 、 現 代 農 業 、 観 光 ・ レ クリ エー ショ ン 、 
貿 易 を 基本 と する 経済 発展 の 集約 化 さ れ た 経済 開 
発 区 の 造成 を 目指 し て いま す 。 


82. 陽 緑 江 経 済 開発 区 は どん な 地帯 で すか ? 
鴨 緑 江 経 済 開発 区 は 、 平安 北道 義 州 郡 こ 位置 し 、 
后 積 は 約 6. 3kW で す 。 
鴨 緑 江上 の 中 州 地域 で あり 、 中 国 側 鴨 緑 江 岸 と は 
数 十 m で 、 新 義 州 貿易 港 、 国 境 橋 頭 、 鉄 道 駅 な ども 
遠く あり ませ ん 。 
豊富 な 水源 を 有する 鴨 緑 江上 に 位置 し て いる の 
で 、 用 水 も ふん だ ん に 利用 で きま す 。 

義 州 郡 か ら 平 壌 まで の 距離 は 210km で す 。 
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國 


GDH 


現代 農業 、 観 光 ・ リ クリ エー ショ ン 、 
集約 化 さ れ た 経 


に 


し た 経済 発展 の 


= 
貝 


テテ 


済 開発 


する こと が 企画 され て いま す 。 


易 を 基本 


83. 青 水 観光 開発 区 は どん な 地帯 で すか ? 


積 は 約 1. 4kW で す 。 

利 

チャ 

56km、 船 路 で 則 
水 豊 和志 

豊 湖 に る 貨物 


久 


青 水 観 光 開発 区 


機関 所 在 地 期 州 邑 


ご づ 


「 城 まで 
水 豊 


『! 
ピ ョ 


で は 48km、 新 義 州 3 
で は 8 km で ず 。 


自 


『 清 旧 城 


区 を 建設 


サク チュ 
は 、 平安 北道 期 州 郡 に 位置 し 、 面 


で は 


チョ サン 
禁 山間 は 


勿 こ Me の MM な 0 


通っ て いま す 。 


発電 所 を 間近 に 


よび で す 。 


を 建設 
加工 工場 、 
養魚 技術 1 
す 。 


ご づ 


00 


青 水 観光 開発 区 に 
し 、 そ の ほか に 
木材 加工 工 
究 所 な ど を 設 


城区 


控え て いる た め 、 


は 、 文 化 娯 楽 区 域 、 
地帯 的 特 必 


こ は 新義 州 一 江 界 


ト 目 


間 道 


首 路 が 


電力 


ビ ヾ 


目 


68 


場 、 浦 水 工 


給 の 便 が 


民俗 村 な ど 
E を 生か し て 、 山 菜 
場 、 人 参 梁 


自 コ 
ける こと も 見 込ま れ て い 


[ 場 、 


害 洞 工 業 開発 区 


約 2 


開発 区 は 、 元 
路 ま で は 10km 講和 
か た わら に あ 

開発 区 は 江 り 


・, 現 洞 工業 開発 区 よど ん な 地帯 で すか ? 


ki で す 。 


給 を 受け ます 。 


開発 


ホラ 
が 、 


区 は や が て 


区 は 江 り 


道内 の 諸 水 力 発電 


情報 産業 、 


道 元 山 市 に あり 、 面 積 は 


、 平 壌 一 元 山間 観光 道 
了 導 NH 


電 所 か ら 電 力 の 供 


軽工業 、 観 光 ] 


浴 物 、 


ル 用 品 の 生産 を 基本 に し て 発展 させ られ ます 


アジ ア 太 平 洋 地域 諸 


| 山地 区 の 観光 振興 上 大 き な 役 


と 見 られ て いま す 。 


お り 、 


国 と の 経済 交流 と 、 元 山 一 
割 を 果たす も の 


. 興南 工業 開発 区 は どん な 地帯 で すか ? 
3 工業 開発 区 


印 柄 は 約 


成 興 市 は 国 の 


E 学 工業 


の 


8 本 2 
楽 - [ 場 な ど 大 規模 化学 工業 企業 
城 機械 連合 企業 所 や 木材 、 編 織 な ど 種 々 


69 


心地 で あり 


は 、 成 鏡 南 道成 興 市 の 海岸 
2 ki で す 。 


区 域 ( 


「\ 


ミ 有 
ゴ 


の 部 門 の 工場 も あ 
興南 工業 開発 
成 興 間 道 路 か ら 


区 
は 15km、 


り ま す 。 


の 500m 先 に 興南 港 が あり 、 元 山 


の 駅 か ら は 12km の 距離 に あり 


興南 工業 開発 区 
再 港 を 利 / 


出 の 拡大 に 


平壌 一 豆 満 江 


線 の も より 


まお が 5 


は 、 化学 ・ 製 薬 ・ 建 材 ・ 機 械 工業 、 
する 保税 輸出 加工 業 を 
させ る こと で 、 成 鏡 南 道 の 工 業 部 門 を 近代 化し 、 
資す る こと を 目標 に 


本 に し て 振 


し て いま す 。 


衣 , 北 青 農業 開発 区 は ど NO 


青 農業 開発 区 


北 青 


ん 


積算 温 


は 、 成 鏡 


有志 上 0 
牙 2500 て 3100 で C、 


170 て 180 日 、 


1 日 


用 ・ 


現在 、 
が 整っ て いま す 。 
。 北 青 農 業 開 発 区 は 、 
川 
開発 } 


数 十 kW の 果樹 園 


の 日 照 時 間 


10C 


軸 道 北 青 郡 に 位置 


摩 地 で あり 、 
以上 の 温 
7 て 8 時 


10C 以 上 の 
度 持続 日 数 
間 な ど 、 地 


気候 ・ 風 土 条 件 が 果樹 の 栽培 に 適し た 土地 で 、 


と 総合 的 な 果実 加工 業 の 


錦 易 港 興南 港 ま で 113km、 


盤 


タン 
半 


まで 112km の 所 に 位 
域内 を 通っ て お り 、 平 壌 一 豆 満 


記 


身 


18 
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平壌 


津 間 道 路 が 
[ 線 の も より 


7 


の 


農 
基 
吉 


立 


駅 まで 
北 青 農業 開発 
楽 の 生産 、 


で は 11km の 距離 に あり ます 。 


野生 の 果実 と 山菜 


果樹 の 栽培 、 


果実 の 加工 、 


区 は 、 


本 に し 、 こ 


に 観光 を 結び 合わ せ て 発展 させ る 


だ 居る に る を 


の 果樹 業 の 振興 と 有機 農業 産品 


的 と し て いま す 。 


類 の 加 


還 


ーー 


の 輸出 に 役 


87. 交 朗 農業 開発 区 1 よど ん な 地帯 で すか ? 


地 
ら 


Im 


2 の) 


江 線 の ? 


漁 郎 農業 開発 区 
計画 面積 は 約 4 kW で す 。 
漁 郎 郡 は 、 朝 鮮 


域 で 、 当 1 
れ て いま す 。 


漁 記 農業 開発 区 の 


チャ ン ヨ ン 


長 淵 湖 が あり 、 
朝鮮 東海 を 控え て いま す 。 


の 自然 湖 


漁 郎 農業 開発 区 


て 平壌 一 成 興 


は 、 成 鏡 ] 


L 道 漁 郎 郡 に 位置 し 、 総 


東海 岸 一 


き で は 農業 


生産 に 有利 な 


域 産 の 米 と 果実 は 味 が 列 


近く に 


は 、 清 津 


魚 郎 駅 か ら 8km の 距離 に あり 、 開 発 


漁 郎 川 を 利 / 


漁 郎 農業 開発 区 は 、 農 業 の 発達 ( 
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は 、 面 積 7. 73kmW、 
また 水産 資源 の 豊か な 


m 港 か ら 70km、 平 


h 特 な こと で 知 


深 さ 39 


清 津 間 道 路 が 伸び て いま す 。 
1』 し た 水力 発電 所 が 近く に 
こ 必 要 な 農作物 と 


あり ます 。 


畜産 物 の 種子 を 研究 、 生 産 し て 、 成 鏡 北 道 の 農 畜産 物 
の 生産 単位 へ 供給 し 、 


温室 野菜 と 草花 を 生産 し 、 成 鐘 


北道 の 松 活 


その 他 周 辺 諸 


これ と と も に 、 


テル 業 、 観 光 土 産物 の 生産 ・ 販 売 、 輸 出 加工 品 の 生 
H 加 工区 と し て の 機能 を 追加 させ 


産 ・ 輸 出 な ど 、 輸 昌 


F な ど 山 菜 類 の 包装 品 を ヨー ロッ パ 日 本 
国 へ 輸出 する こと を 目指 し て いま す 。 


漁 


農業 開発 区 周辺 の 湖 と 海辺 で 


水産 物 の 養殖 を 行い 、 開 発 区 内 で それ ら の 加工 品 
生産 する 企業 の 創設 
開発 区 周辺 の 合理 的 な 地域 に 観光 客 の た め の ホ 


計画 され て いま す 。 


る 計画 も 立て られ て いま す 。 


88. 竹 城 島 観光 開発 区 は どん な 地帯 で すか ? 


成 鏡 北道 穏 城 郡 豆 満 江上 の 中 州 で 、 中 国 側 に 接し 


て いる こと か ら 、 朝 ! 


両国 間 の 国境 通過 地点 が 開設 


され れ ば 、 開 発 と 観光 ・ レ クリ エー ショ ン に 必要 な 


人 員 及 び 物 資 の 流 


約 1.7kWW で す 。 


ナム ヤン 


者 陽一 


区 


ト ュ ン 科 


門 国 


1 有明 


HH 入 に た いそ う 有 利 で す 。 面積 は 


サン ボン 
過 地 点 が 近く に あり 、 三 峰 一 


開山 屯 国 境 通 過 地 点 ま で は 40km で す 。 
近く に 穏 城 駅 と 国 


境 鉄道 南陽 駅 が あり 、 ま た 、 
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東 ・ 西 海 地区 と 結ば れ た 平壌 一 穏 城 線 も あり 
穏 城島 観光 開発 区 は 、 ゴ ルフ 場 、 水泳 場 、 競馬 場 、 
民族 料理 店 な どの サー ビス 施設 を 備え そる こと で 、 外 
国人 に 対す る 専門 的 な 休息 ・ 観 光 サ ービス を 行う こ 
と を 主要 な 目的 と し て いま す 。 


Qr[ 
7【Y 
O 


> 松林 輸出 加工 区 は どん な 地帯 で すか ? 

松 林 輸 田 加工 区 は 、 黄海 北道 松林 市 に 位置 し 、 予 
定 面積 は 約 2 kW で す 。 
平壌 一 開城 間 高 速 道路 と 6 km、 松林 駅 と は 2 km の 
距離 に あり 、 開発 区 地域 か ら 2km ほど の 大 同 江 岸 に 
は 、 外 国 輸送 船 の 出入 りす る 松林 港 が あり ます 。 南 
浦 港 ま で は 約 20km で す 。 
道 都 沙 里 院 市 まで は 鉄道 で 35km、 車 道 で 41km、 
都 平 壌 まで は 車道 で 43km で す 。 

松林 港 と 南浦 港 か ら 入 っ て くる 輸入 原資 材 を も 

っ て 行う 輸出 品 の 加工 ・ 組 み 立 て と 、 大 規模 の 総合 
的 製鉄 基地 黄海 製鉄 連合 企業 所 の 銃 鉄 、 鋼 鉄 、 圧 延 
鋼材 な ど 種 々 の 鉄鋼 材 生産 製品 を は じ め 、 国 内 外 の 
各種 原料 ・ 資 材 の 二 次 、 三 次 加工 、 輸 出 を 専門 と す 
る 近代 的 な 輸出 加工 企業 と その 正常 稼動 に 資す る 
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倉庫 保管 及び 貨物 運輸 サー ビス (【 


< 従事 する 補 


業 な ど で 構 成 さ れ た 集約 的 な 輸出 加工 区 と な 


と が 見 込ま れ て いま す 。 
三 完 市 の 工場 a 
加工 も 行え ます 。 


90. 清 津 経済 開発 区 は どん な 地帯 で すか ? 


ピョン 


松 坪 区 域 に は 、 
鉄 ・ 鋼 鉄 ・ 圧 延 鋼材 4 


清 津 経済 開発 区 


坪 区 域 に 位置 し 


港 の 清 津 洪 、 


企業 所 、 
も 機械 工場 、 


清 津 火力 発電 
化学 繊維 工場 、 バス 工 


縛 


企業 が あり ま 
E 堪 か ら ロ 5 の PAR2ESE3 お 203 湯 


くに あり 、# 


国境 都市 


へ 向かう 鉄道 も あり ます 。 
清 津 市 に は 、 内 
育 ・ 科 学研 究 機関 が 集 ! 
清 津 経済 開発 区 は 
午 材 、 電 子 製品 、 還 


工業 製品 の 


助 企 


る 


企業 を 利用 する 受託 


E 産 と 輸出 加 


は 、 朝鮮 北部 の 成 鏡 北道 清 津 市 松 
BMNR 


、 和 角 随 一 


E 産 企業 で あ の 人 > 策 製鉄 連合 
電 所 な ど が あり 、 周 辺 の 地域 に 
[ 場 そ の 他 の ] 


の 鉱 


[ 場 、 


軸 陽 を 経て 中 国 の 


鯨 介 


金属 大 学 を は じ め と する 教 
に CM いま か) 
来 、 金 属 加工 、 機 械 製作 、 


74 


を 


核 産業 と し 、 こ れ に 清 津 港 を 通じ て 中 国 と ロシア の 
貨物 を 中 継 輸送 する 物流 産業 を 結び 付け 、 東 北ア ジ 
ア の 重要 な 対外 経済 協力 地帯 へ 伸展 させ る こと を 
目標 に し て いま す 。 


91. 恵山 経済 開発 区 は どん な 地帯 で すか ? 
恵山 経済 開発 区 は 両 江 道 恵山 市 に 位置 し 、 面 積 は 
約 2 kW で す 。 
恵山 一 長白 橋 頭 が 近く に あり 、 道路 網 が 発達 し て い 
る の で 、 外 国人 の 出入 国 と 物資 の 輸送 の 便 が よい で す 。 
景観 の 地 三 水 湖 を 近く に 控え 、 普 天 郡 内 曲 温泉 か 
ら は ほぼ 60km、 や が て 大 きい 観光 地 と し て 開発 され る 
白頭 山地 区 か ら は 約 110km の 距離 に あり ます 。 恵山 駅 
ら は 平壌 、 新 義 州 、 豆 満 江 へ 通じ て いま す 。 

開発 区 の 湖 辺 地域 に は 観光 ・ 娯 楽 業 を 結び 付け た 
ME 
軽工業 生産 基地 を 設け 、 両 江 道 林業 発展 の 一 助 と な 
の の 
好 も 立ち 上 げ る 予定 で す 。 
当面 、 輸 出 指向 型 加 工 ・ 組 み 立 て 業 の 振興 に 大 き 
な 力 を 振り 向け 、 両 江 道 に 豊富 な 地下 資源 を 加工 し 
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ーー 


て 、 収 益 性 の 高い 製品 を 生産 する こと も 見 込ま れ て 
1 
ヨ 頭 山地 区 観光 、 七宝 山地 区 観光 、 普天 温泉 観光 、 
三 水 湖 遊 覧 観光 を 連結 し 、 冬 の 長い 状況 に か ん が み 
て 、 雪 と 氷 の 環境 を 利用 し た 観光 業 を 起こ すこ と も 
見 通さ れ て いま す 。 
薬草 の 栽培 ・ 加 工業 を 基本 と する 近代 的 な 高 訪 薬 
生産 基地 の 設立 も 計画 され て いま す 。 


92. 玖 邊 島 輸出 加工 区 は どん な 地帯 で すか ? 
過 生 島 輸出 加工 区 は 、 南 浦 市 玲 邊 島 区 域 に あり 、 
面積 は 約 1. 5kiW で す 。 
朝鮮 西海 と 大 同 江 が 連なる 西海 閑 門 水域 に 位置 
し て お り 、 国 際 罰 易 港南 浦 港 ま で の 距離 は わずか 
10km で す 。 
中 国 と 東南 アジ ア と じかに つなが る 南浦 港 を 控 
え 、 発 達し た 工業 を 持つ 平壌 市 と も 近く 、 南 浦 市 の 
心 部 付近 に ある この 地の利 と 、 豊 富 な 労働 力 を 活 
し て 、 輸 入 原 資材 に よる 受託 加工 、 注 文 加工 、 注 
文 組み 立て 、 バ ー タ ー 買 易 な ど 輸 出 指向 型 加 工 ・ 組 
み 立 て 業 を 基本 と する 輸出 加工 区 の モデ ル を つく 
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り 


上 げ る こと が 
モデ ル 段 階 『 の 筆 設 
牛島 チン 
いま す 。 


に 6 お で 人 は 
風致 に すぐ れ た 
食品 加 ] 


標 で す 。 
は が 一 段落 すれ ば 、 開 発 の $ 
区 城 進 鳥 洞 の 方 へ 拡大 する こと も 考慮 され 


南 パ 


南港 を 中 心 と する 南浦 
H 海 閣 門 水域 に 金融 、 観 
[ 業 が 結び 付い た 総合 的 な 経済 
成 さ れる 見 通し で す 。 


た 


車 


93. 清原 工業 開発 区 は どん な 地帯 で すか ? 


約 


に 
路 


を 
ば 


は 慈 ? 


道 消 


滑 原 工業 開発 区 
3 kW で す 。 
消 原 発電 所 


満 浦 延 下 発電 所 、 そ れ に 


囲 を 


トー エー 


市 の 


原 郡 に 位置 し 、 面 積 は 


販 


林 省 


「 、 
通ずる 油 原 国 
が 近 
周 
も つて 二丈 、 
す 近 代 的 な 工業 基 
滑 原 貯水 池 を 和 


辺 に 旦 富 に 坪 


境 道路 、 満 当 
くに あり ます 。 

B 蔵 され て いる 鉱物 資源 と 林産 資源 
品 を 製造 し 、 そ の 輸出 を 1 
を 造成 する こ 


三次 カ 
: 地 


電 


還 


Il 工 


] 用 する 淡水 養 


来 の 養 奏 業 地 


「 け 


道 状 奈 科 学 発 


民 基 地 を 建設 
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境 道路 、 


する 計画 も 


中 江 国 


と が 


境 道 


標 で す 。 
魚 を 盛ん に 
清原 郡 の 伝統 を 生か し て 、 慈 
行 


ES24 


RT ン 


し て 進め られ て いま す 。 


清原 郡 像 里 に 産 す る ミネラル ウォ ダー 性 。 骨 


疾 、 肝 衝 、 十 二 指 腸 潰瘍 、 婦 人 病 な どの 治療 効果 が 
疾患 と 神経 症 の 治療 に すぐ れ て 


高く 、 ヘ ドロ は 胃 の 


いま す 。 


工 を 広く 受け 持ち 、 
産業 へ の 投資 な いし 


開発 区 周辺 の 工場 、 


企業 は 、 開 発 区 内 企業 の 賃 加 


開発 区 周辺 の 農村 地域 で は 、 間 


経営 も で きま す 。 


94. 清 南 工業 開発 区 ( よど ん な 地帯 で すか ? 


清 南 工業 開発 区 


は 、 平 安南 道 ? 


面積 は 約 1 kW で す 。 


青南 区 に は 、 平 安 下 


ーー マン 


区 炭鉱 連合 企業 所 が 


有 有 道 最大 の 石炭 生 


南 区 


産 基地 突 州 地 


に 位置 し 、 


あり ます 。 


開発 区 の 80km 先 に 南浦 港 が あり 、 平 壌 一 新義 州 間 


道路 か ら は 15km、 も より の 駅 まで は 3 km の 位置 に あ 


り ま す 。 


化学 工業 の 副産物 、 廃 棄 ・ 排 出 物 の 利 / 


標 に し て いま す 。 
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消費 品 の 生産 と 輸出 、 


無尽 蔵 の 褐 炭 に よる 液化 ガス 生産 及び 化学 工業 
の 伸長 ・ 加 工 を 通 し た 商品 、 


を 主要 な 


: 撰 川 農業 開発 区 は どん な 地帯 で すか ? 


に 
9 


床 


て 


6 


后 積 ( 
新義 


用 農業 開発 
は 約 3 k 層 で す 。 
一 平壌 間 道 路 3 
光 道 路 ま で 7.8km、 粛 川 駅 
の 距離 に あり ます 。 


区 は 、 


信 


一 台 城 湖 E 


て 、 浴 江 用 水 ( 
下水 を 利 


開発 地区 に 


は 


は 揚 カ 


1] し て い 3 


E す 。 


、 有 機 農 法 に よる 水稲 、 


E で 1.8km、 平 
た で 3. 8km、 


流 式 水路 が 開発 


ロコ シ の 打 培 と 果樹 ・ 状 愉 
機 農法 の 開発 研究 所 、 
農薬 の 生産 


者 


基地 、 
有機 質 


企業 、 


応 


安南 道 鹿 川 郡 に 位置 し 、 


壌 一 香山 


トド 
・ 採 種 ・ 
有機 質 肥料 
凝 場 と 加工 場 を 


育種 


た 近 


開発 区 周辺 の 


氏 的 な 環状 循 
代 農 業 の 研究 ・ 開 発 ・ 
れる 見 込み で す 。 

焼 灰 石 鉱山 


加工 業 の 振興 を 区 


品 
ロロ 


する 加 


場 も 


と 


間 観 


平壌 まで 20km 


区 と 結ば れ て い 
動力 を 必要 と せ ず 、 飲 料 水 は 地 


ツ モ 


午 ・ 加 工 


及び 
備え 


環 生 産 シ ステ ム を 導入 し た 現 
生産 ・ 加 工 基地 が 建設 


さ 


場 、 企 業 を 利 


1] する 


図り 、 道 内 に 
設立 され ます 。 


モデ ルケ ー ス と し て の 開発 


昌 


富 な 楽 草 5 


が 進め ば 、 


区 建設 


に 即 し て さら に 拡大 する 見 込み で す 。 
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源 を 活用 


需要 


96. 皿 情 先端 技術 開発 区 は どん な 地 和 帯 で すか ? 
恩 情 先端 技術 開発 区 は 、 平 壌 市 恩 情 区 域 に 位置 
し 、 面 積 は 約 2. 4kW で す 。 

第 1 地区 と 第 2 地区 に 分 け て 開発 され ます 。 
主要 道路 と 鉄道 幹線 が 恩 情 科 学 地区 を 通過 し て 
お り 、 首 都 の 中 心 部 と 操 易 港南 浦 港 (60km に 近く 、 
国境 都市 新義 州 ま で は 200km ほど で 、 交 通 の 便 が き 
わ め て よい で す 。 
国家 科学 院 が 位置 する 恩 情 科学 地区 に は 、 基 礎 研 
究 及 び 応 用 研究 機関 、 情 報 サ ービス 施設 、 科 学者 、 
技術 者 養成 機関 の 理科 大 学 な ど が あり ます 。 

第 1 地区 ( 約 1.4kW) は 、 管 理 及 び サ ービス 区 域 、 
情報 産業 区 域 、 バ イオ 産業 区 域 、 材 料 及び 設備 産業 
区 域 、 技 術 工学 区 域 と し て 開発 し 、 第 2 地区 ( 約 1 
kWi) は 、 付 加 価 値 の 高い 製品 を 開発 ・ 生 産 す る 、 農 
業 、 畜 産 、 果 樹 、 養 魚 、 工 芸 品 、 バ イオ マス エネ ル 
ギー 部 門 の 先端 技術 に 基づく 企業 を 誘致 する 方 向 


則 


97. 新義 州 国際 経済 地帯 は どん な 地帯 で すか ? 
新義 州 国 際 経 済 地帯 は 平安 北道 新義 州 市 に 位置 
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し 、 予 定 面 積 は 約 40kW で す 。 

新義 州 国際 経済 地帯 は 、 中 国 の 丹 東 市 と 幅 1 km ほ 
どの 鴨 緑 江 を 挟ん で いま す 。 0 
新義 州 市 に は 、 平 震 一 新義 放線 と その 支線 白馬 線 、 
徳 喝 線 な どの 鉄道 が 入っ て お り 、 主 要 車 道 に は 、 
平壌 一 新義 州 間 道 路 、 新 義 州 義 州 間 道 路 、 新 義 州 
一 批 喝 間 道 路 が あり ます 。 

新義 州 市 に は 、 買 易 港 、 国 境 橋 頭 、 国 際 鉄 道 駅 が 
あり 、 朝 中 両国 を 結ぶ 新しい 橋 が 竣工 段階 に あり 、 
国際 通信 網 の 建設 に も 差し 障る ほど の も の は あり 
ませ ん 。 

新義 州 市 の 経済 で 基本 を な す の は 、 機 械 ・ 化 学 ・ 
紡織 ・ 履 物 ・ 製 薬 ・ 食 品 ・ 日 用 品 工 業 な ど で す 。 

新義 州 市 は 、 朝 鮮 の 消費 品 生産 上 きわ め て 大 き な 
比重 を 占め る 軽工業 製品 の 生産 地 で あり 、 鴨 緑 江 沿 
岸 地域 に ちる と いう 地の利 か らし て 、 国 際 的 な 都市 
に 開発 され る 見 通し は 確実 で す 。 

中 国 凡 東 市 に 大 勢 の 観光 客 が 訪れ て いる 現状 で 、 
鴨 緑 江 地 域 に 遊園 地 な どの 観光 遊覧 区 を 造成 し 、 新 し 
い 橋 と 国際 空港 、 国 際 港 、 発 達し た 道路 網 と 鉄道 網 の 
新設 を 通し て 、 巨大 な 経済 規模 と 特徴 を 持つ 最新 情報 
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技術 産業 区 、 競 争 力 を 有する 製品 の 生産 産業 区 、 物 流 
区 域 、 貿易 ・ 金 融 区 域 、 公共 サー ビス 区 域 、 観光 区 域 、 
避 税 港 な ど が 集中 配置 され る 総合 的 な 経済 区 、 世 界 的 
な 国際 都市 へ と 発展 させ る 計画 が 立っ て いま す 。 


弄 


7 


98. 康 艇 国際 グリ ー ン モデ ル 区 は どん な 地帯 

で すか 
康 便 国際 グリ ー ン モデ ル 区 は 、 黄海 南 首 康 便 郡 
こ 位置 し 、 面 積 は 約 3.5kW で 、 グ リー ン 製 品 の 生産 
と 貿易 を 基本 と する グリ ー ン 工業 地区 の 建設 が 見 
込ま れ て いま す 。 

海 州 港 に 隣接 し て いる た め に 、 海 上 輸送 条件 は 良 
好 で あり 、 康 仙 邑 を 通過 する 鉄道 と 道路 は 、 平 壌 と 
海 州 、 南 浦 と 結ば れ て いま す 。 

康 全 郡 は 水産 資源 が 豊富 で 、 養 殖 に 有利 な 海洋 条 
件 と 生態 条件 を 備え て いる の で 、 潮 水力 、 メ タン ガ 
ス な どの 自然 エネ ルギー、 環 境 保護 技術 、 グ リー ン 
産業 技術 の 研究 ・ 普 及 基地 の 建設 、 水 産物 養殖 業 、 
加工 業 地区 な どの 造成 と 発展 が 企画 され て いま す 。 
また 、 康 倍 邑 は サツマ イモ その 他 農 産物 の 適地 で 
も ある の で 、 農 産 と 畜産 の 環状 循環 生産 シス テム の 
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ーー 


実験 場 、 有 機 農 産物 の 生産 ・ 


加工 地 、 観 光 ・ サ ー ビ 


ス 地 域 と し て 発展 させ る こと も 見 込ま れ て いま す 。 


99. 涯 島 輸出 加工 区 は どん な 地帯 で すか ? 


津島 輸出 加工 


平壌 市 まで 40k 


南 


ニン 


中 国 及 び 東 南 


を 控え 、 ま た 数 十 
史 を 持つ 平壌 と 南浦 市 な どの 地の利 と 豊富 な 労働 


日 積 は 約 1. 8kWm で す 。 
m、 国 内 】 
は 4km、 も より の 駅 3 


区 は 、 南 浦 


市 陰 牛 島 区 域 に 位置 し 、 


力 を 活用 し て 、』 


易 の 組み 合わ さ 
標 で す 。 


生産 し 、 輸 出す る 
当地 へ の 進出 を 希望 する 企業 を 環境 保護 と 省 エ 
ネ の 原則 で 受け 入れ 、 新 製品 ・ 新 産業 分 野 を 開拓 し 
て 国内 の 他 地 域 に 
外国 か ら の 技術 移転 も 行っ て 国内 の 工業 を 活性 化 
し 、 人 民生 活 の 向上 に 役立つ 加工 輸出 貿易 と 保税 質 
れ た 地帯 に 


区 


波及 させ 、 


の 国際 貿易 港南 浦 港 まで 


E で は 2km に すぎ ませ ん 。 平壌 一 
南 間 の 青年 英雄 道路 は 11. 5km の 距離 に あり ます 。 

アジ ア と 直接 通ずる 貿易 港南 浦 港 
FE の 機械 ・ 


旭 富 と 
| 


HL 


・ 軽 工業 部 門 の 歴 


輸入 原資 材 を 加工 し て 各種 の 製品 
計画 で す 。 


加工 輸出 工業 を 奨励 し 、 


83 


つく り 上 げ て いく の が 
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